使用説明書 




カメラの正しい操作のため、ご使用前に必ずこの使用説明書をご覧ください。 










はじめに 


このたびは、ペンタックスカ^ラ* むよ をお買い上げいただを誠にありび 
とラございます。本製品の機能を充分活用していただくために、ご使巧 
になる前に本書をよくお読みください。また本書をお読みになった後は 
必ず保管してください。使用方法びわか5なくなった0、機能について 
もっと詳しく知りたいときにお役に立ちます。 

このカメラで使用できるレンズは、 FA 」 レンズ、または絞り面(才ート） 
のポジションのあるレンズのみです。カスタムフアンクションでレンズ絞 
D ® 1；(外でのレリーズ許可を設定しない限り、レンズの絞り U ング 
を®！;かりこしたり、ポジションのないレンズやオートべ n —ズ、才 
ート接写 U ングなどのアクセサ U — を取0付けると、力;>(ラび作動しなく 
な0ます。 

カスタムフアンクションの設定については、本書の134ページをご覧く 
ださい。 

商標について 

rPENTAXJ はペンタックス株式会社の登録商標です。 

「smcPENTAX」 「#もが」はペンタックス株式会社の商標です。 



r 林橋の秘密」（有料） 

ずぐに役立つ写真の基礎知識 

露出の仕組みや光の測0方、ピントの合わ 
せ方など、写真の基礎を豊冨なイラストと 
作例でわか0やす<解説しています。 
サービス窓□-ペンタックスフアミ U —ま 
たは最寄のカメラ店でお買い巧めください。 




カメラをまをにお使いいただくために 


この製品の安全性については充分を意を払っておりますび、下記マーク 
の内容については特にを意をしてお使いくださし、。 


A 

A 


伴 

i 口 

汪后、 


このマークの内容を守らなかった場合、人び重大な傷害を 
受ける可能性びあることを示すマークです。 

このマークの内容を守らなかった場合、人び軽傷または中 
程度の傷害を受けたり、物的損善の可能性びあることを 


术すマーワです。 


禁止事項を表すマークです。 
A 注意を促すためのマークです。 


A 警告 


(55 力 x ラを分解しないでください。力ラ内部に高電圧部びあり、感電の危険 
びあ0ます。 

(5^ 落下などにより、カメラ内部び露出したと去は、絶対に露出部分に手をふれ 
ないでください。感電の危険びあります。 

( C ) ストラップび首に巻き付くと危険です。小さなお子様びストラップを首に掛 
^ けないよラにご注意ください。 

(55 望遠レンズを付けた状態で、長時間太陽を見ないでください。目を痛めるこ 
とびあります。特に、レンズ単体では、失明の原因になりますのでこま意< 
ださい。 

A 電池は幼児の手の届かない所に保管してください。万一、電池を飲みこんだ 
場合は、直ちに医師にご相談ください。 

A 注意 


電池をショートさせたり、火の中に入れないでください。また、分解や充電 
をしないでください。破裂-発乂の恐れびあります。 

A 万一、力><ラ內の電池び発熱-発煙を起こしたとをは、やけどに十分注意し 
て速やかに電池を取り出して<ださい。 

A スト□ボ発光部に手を密着させたり、あ服をかぶせたまま発光させないでく 

^ ださい。火傷を負ったり、巧服び焦げるおそれびあります。 







mm の取り扱いについてのま意 


◎この力;<ラでは、ミ夫め5れた電池し分外は使用しないでください。 

電池の破裂、発火の原因とな0ます。 

◎電池を交換するとさは、違ラ方一力一、違ラ種類の電池を混ぜて入れ 
ないでください。また、新しい電池とちい電池を混ぜて入れないでく 
ださい。電池の破裂、発火の原因となります。 

◎電池の「十」と「一」の向さを間違えて入れないでください。電池の 
破裂、発乂の原因とな0ます。 

◎この力方ラで決め5れた電池は、充電ができません。また分解はしな 
いでください。無理に充電や分解をすると、破裂や液漏れの原因とな 
0ます。 


3 


取り扱い上のま意 


◎ミちれ落としに、シンナーやアルコール-ベンジンなどの有機溶剤は使 
巧しないで < ださい。 

◎高温を湿の所は避けてください。特に車の中は高温になりますのでご 
を意ください。 

◎防虫剤や有害薬品のある場所では保管しないでください。また、高温 
を湿の場所での保管は、カビの原因となりますので、乾燥した風通し 
のよい場所に、力^ラケースから出して保管してくださし、。 

◎この力;<ラは防水力;<ラではありませんので、雨水などび直接かかる 
ところでは使巧でさません。 

◎強い振動-ショック-圧力などを加えないでください。オートバイ-車- 
船などの振動は、クッションなどを入れて保護してください。 

◎力;<ラの使用温度範囲は一]日で〜日〇でです。 

◎高温では液晶表示び黒くなることびあ0ますび、常温に戻れば正常に 
な0ます。 

◎低温下では、液晶の表示応答速度び遅<なることがあ0ますび、これ 
は液晶の性質によるもので、故障ではありません。 

◎レンズ、ファインダー窓のホコリは、されいなレンズブラシで取0去 
ってください。スプレー式のブ□ワーは、レンズを破損させる恐れび 
あ0ますので、使用しないで<ださし、。 

◎マク n レンズや望遠レンズを使巧したときは、ファインダーの上部び 
ミラー切れによって暗くなることびありますび、撮影した写真には影 
響あ0ません。 

◎高性能を保つため、]〜2年ごとに定期点検にお出しいただくことをお 
勧めします。 

◎長期間使用しなかったときや、大切な撮影（結婚式、旅行など）の前 
には、必ず試し撮りをして力^ラび正常に機能しているかを確認して 
ください。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用 
や逸失利益等）については保障いたしかねます。 


巧り IS い上のを意 


◎急激な温度変化を与えると、力六ラの内外び結露し、水滴び生じます。 
力方ラをバッグやビニール袋などに入れ、温度差をかな<してか5取 
り出して < ださい。 

◎ゴ S やお•砂-ホコ U •水-有害ガス-稳分などびカメラの中に入5 
ないよラにごま意ください。故障の原因になります。雨や水滴などび 
付いたときは、よく}式いて乾かしてください。 


目な 


力^ラを安全にお使いいただくために 
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主な付属品の確認 . 
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ファインダー内の表示ガイド . 

使い方は簡単です[とにかく撮影してみたい方のために] 
各種レンズを組み合わせたときの機能. 

説明書の構成について . 


カメラの準備と基本操作 
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ストラップを取0付けます . 22 

電池を入れます . 23 

電池交換後の初期設定 . 24 

撮影巧能フィルム本数 . 2已 

電池び消耗した場含 . 26 

電源を入れます . 27 

曰付や時刻を修正します . 28 

曰付や時刻を写し込みます . 30 

レンズを取り付けます . 32 

ファインダーの視度を調整します . 34 

フィルムを入れます . 3已 

シャッターボタンの操作 . 37 
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1コマ撮彰にします . 
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ズームレンズの使いち . 
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電源 レバー 


マウント 

指標 


視度調整ダイヤル 


内蔵スト□ボ 


7 T ^ ットンュー 



スト□ボモードボタン 

主な付属品の確認 



アイカップ Fm 
(カメラ装着） 


ME ファインダー 
キャップ 


IJ モート 
コント□ール F 


• 使用説明書（本書) 
-保証書 
• 三脚用補助板 


mm パネルの表巧ガイド 


M ISOm jAv 


88脈 8.8 鸣 

-地。 




■因 




Tv 


s 郎呂 

; シャッタ—速度 

因 

:露出補正 

8888 

:フィルム感度 


[8 已ぺージ] 

[12 巨ページ] 

… 

:スト□ボ自動発光 

Av 

8.8 

:絞り値 


[4 日ページ] 

圆 

:測距点 

[9 巨〜曰7ぺージ] 

<§> 

:赤目軽減機能 
[10 已ページ] 

. „ M . 

:曰付/時刻の表示 
に8〜31ぺージ] 


:スト□ボ発光禁止 

8郎を郎 

[104ページ] 

0 ■ ■ ■ ■ 1 ■ ■ ■ ■© 

:バーグラフ 
[81、8已ぺージ] 

ち 

:スト□ボ情報 
[103 ページ] 

< C 3 

:電池消耗警告 
に目ページ] 

の 

:ワイヤレス発光モード 
[104、 ] 吕1ぺージ] 

88 

:フィルム枚数 
[36 ぺージ] 

HS 

:八イスピードシンク□モー 
[104、]1日ぺージ] 

_ 0 

:フィルム状態 
[36、已〇ぺージ] 

国 

- 連続撮影 
[已己ぺージ] 

IdateI 

:曰付/時刻写し込み 
の有無 [30 ページ] 

因 

:多重露出 
[61 ページ] 

■111 

:電子音の有無 
[87 ぺージ] 

公 

:セルフタイ7— 

[已巨ぺージ] 


:オートブラケット 
[63 ページ] 


:リモコン撮影 
[已日ぺージ] 








应メモ 

•暗いところで表示パネルを使巧するとさは、電源レバーを医司の位置に合わせ 
ると、約10砂間表示パネルの照明をつけることびできます。冉 F 360 FGZ を使用 
するときは、 AF 3 已 0 FGZ の表示パネルの照明も同時に点丹します。 

• カスタムファンクションの設定で、表示パネルの照明び暗い場所で自動的につく 
よラにしたり、あるいは照明機能を OFF にすることもでをます。 

カスタムファンクションの設定については、]34、]41ページをご覽ください。 


ファインダー巧の表示ガイド 



FTTH 測距点 

〇スポット測光範囲円 
>スト□ボ情報 
J ん 夜景モード 
3^動体モード 
A 近接モード 
ak 風景モード 
A 人物モード 
m 標準モード 
• ピント情報 
8 BS 8 シヤツターを度 
巧ぶ 絞0表 
* AE □ツク 
6 Wf !?:!® バーグラフ 
因露出補正 


《サービスサイズのカラープ U ントでは、画面周辺の物びプ U ントされないことび 
あります。構図にかし余裕を持たせてください。 

《このカメラで撮影したフィルムを現徹すると、フィルムのコマ番号び上下逆さま 
になります。プ U ントの焼さ増しのとをなど、注意してください。 


^ メモ 

• シトッターボタンを半押しにすると、測距点びホくスーパー- r ンポーズ表示され 
ます。スーパーインポーズは測距点を中むに、ある程度の広びりをもって表おさ 
れます。カスタムフアンクシヨンでスーパー- r ンポーズ表おしないよラに設定す 
ることちでさます。カスタムフアンクシヨンの設定については、]34、138ペー 
ジをご覧 < ださい。 









巧い方は簡単です 


[とにか < 撮影してみたい方のために] 


電池を入れてください 

f 間 

1 1 

リチウム電池 「 CR 2」 を2本入れま 



す。に3ページ] 


m 




) 


2 曰付/時刻を合わせまず 

この力;< ラは出荷時には曰付/時刻 
びをわせてありません。電池を入れ 
た媛、必ず含わせてください。 

に8ページ] 



0 レンズを取り付けまず 

レンズと力^ラのマウント指標[赤 
点]を合わせてちに回して□ックしま 
す。|；32ページ] 


必)メモ 

•絞り U ングの付いたレンズをご使用の場合、 
オート□ックボタンを巧しながら、絞り 
を頂 n 位置に合わせます。 








度い方は簡単です 



5 ファインダーの視度を調整しまず 

視度調整ダイヤルを回して、ファイ 
ンダー内の表示び最ちはっさり見える 
位置にをわせます。 [34 ページ] 


6 オートピクチャーモードにしまず 

モードダイヤルを回して、喔强の位 
置に合わせます。 [41 ページ] 


/フィルムを入れまず 

フィルム先端を図の位置にをわせて 
裏ぶたを閉めます。自動的に]枚目ま 
で進みます。 [3 已ページ] 










8 オートフオーカスにしまず 

図のレノ く一を匹 EH に合わせます。 
[43 ページ] 


9 大きさを決めまず 

ズーム U ングを回して、写すをのの 
大きさを決めてくださし、。 

[4 目ぺージ] 

^/?ピントを合わせて撮影しまず 

ピントを含ねせたいをのを測距 
点 EED の内側に入れて撮影します 
[48 ページ]。シャッターボタンを半 
巧しにすると、必要なとさは自動的 
にスト n ボび上び0ます。 







を種レンズを組みちわせたとまの機能 

を種レンズのほ用について 

このカメラで使用でさるレンズは 、 FA J レンズまたは絞りリングに m 
位置のある FA • F • A レンズのみです。これ政がのレンズあるいは、 
FA • F • A レンズで絞りを m 位置か5外した場含は、シャツターびき 
れないためご使用いただけません。 


機能 レンズ 

[マウント名] 

FAJ ’ FA レンズ 

[ KaFv KaF 2] ま3 

F レンズ 

[ KaF ] ま3 

A レンズ 

[ KA ] 

才ートフオーカス 

(レンズ単体使用） 

〇 

〇 

X 

( AF アダプター 1.7 X 使巧） ま 1 

- 

- 

〇 

7 ニユ アルフ オー カス 

(フ オー カスインジケーター表示の利用） ま吕 

〇 

〇 

〇 

(マット面の利巧） 

〇 

〇 

〇 

11点測距 

〇 

〇 

X 

パワーズーム 

X 

X 

X 

オートピクチャー、ピクチャーモード 

〇 

〇 

〇注4 

絞り優先自動露出 

〇 

〇 

〇 

シャッター優先自動露出 

〇 

〇 

〇 

マニュアル露出 

〇 

〇 

〇 

TTL オートスト□ボ 

〇 

〇 

〇 

分割測光 （16 分割） 

〇 

〇 

〇 


〇 :絞りび®位置であれば、その他は制限なくご使用になれます。 
X :ご使巧になれません。 





注 1 :レンスの開放 F 値び F 2.8、 およびそれより日月るいレンスのみ。面位置でのみ使用巧。 

注2:レンズの開放 F 値び F 已.日、およびそれより明るいレンズのみ使用巧。 

注3 : F ■ FA ソフト8已 mmF 2.8、 および FA ソフト吕 8 mmF 2.8 では、カスタムフアンクシヨン 
でレンズ絞り困が外でのレ U —ズ許可を設定した上で手動絞りの範囲でのみ、設定した 
絞り値で撮影されまず。 

注4 :オートピクチャーでは標準モード画固定になります。 


レンズ名がとマウント名がについて 

FA の単焦点レンズ（ズームでないレンズ）と FA 」- F レンズのマウント 
はすべて Kaf マウントです。 FA ズームレンズのうち、パワーズームが可 
能なレンズは Kaf 2 マウント、パワーズームのできないレンズは Kaf マウ 
ントでず。詳しくはレンズの使用説日月書をご覧ください。なお、この力 
ラにはパワーズーム機構はありません。 


巧用でをないレンズ • アクセサリーについて 

この力ラで使用できるレンズは 、 FA J レンズまたは絞りな n (オート) 
のポジションのあるレンズでず。カスタムファンクションでレンズ絞 
り mui 外でのレリーズ許可を設定しない限り、絞りリングを m ポジ 
ションじ(外にしたり、 m ポジションのないレンズやオート接写 U ング、 
オートベローズなどのアクセサリーを取り付けると、力;><ラは作動しな 
くなりまず。カスタムファンクションの設定については134、]42ぺ一 
ジをご覧ください。 



說贈の構规こついて 


説明書を効果的にご使用いただ<ために、次のよラな構成になっています。 



カメラのを備と基本操作 




*21 ぺージ 


I 基本的な使い方[撮彰] 


一39ぺージ 



応用的な使い方 


一己3ぺージ 



その他にごいて 


一131ぺージ 


とにかく撮該をしてみたい方は 
「力ラの準備と基本操作」と「基 
本的な使いち[撮影]」をお読み< 
ださい。最小限の操作を知ってい 
ただ<だけで簡単な撮影びお楽し 
みいただけます。 


r ちっと様々な撮影を楽しんでみた 
I い方は… 



カメラの準備と基本操作 


ストラップを取0付けます . 22ページ 

電池を入れます . 23ページ 

電源を入れます . 27ページ 

曰付や時刻を修正します . 28ページ 

曰付や時刻を写し込みます . 30ページ 

I レンズを取り付けます . 32ページ 

-ファインダーの視度を調整します . 34ページ 

フイルムを入れます . 3已ページ 

シャッターボタンの操作 . 37ページ 


Chapter 

Chapter 

Chapter : 

Chapter 

Chapter 

Chapter 

Chapter' 

Chapter 

Chapter 


カメラの準おと畳本操作 



基本 S な«い方 【 ni 〕 


sn な ff い方 


その化について 











Chapter 1 

ストラップを取りがけます 



向メモ 

•ストラップの留め具は、フイルムの途中巻さ戻しや曰付や時刻の修正に使用しま 
す。留め具の位置は、カメラからある程度離して取り付けてください。 





Chapter 2 

電池を入れます 


1 電池ぶたのつまみを▲のち向に 
巧して電池ぶたを開けまず。 


^電池の一側を巧にリチウム電池 
[ CR 2] を2個入れまず。 


0 「パチン」と音びずるまで電池 
ぶたを巧して□ックしまず。 



4 電池を取り出すと時刻が0 : 00 (0 時0分）に U セツトされ 
まず。必ず時刻の修正を巧なってくださいに8ぺージ]。 




め) メモ 

•電池を交換時には、電ミ也を取り列した時点のフィルム枚数および日付[年月曰]はそ 
のまま記憶されています。 

• 電池を交換してを正しく作動しないと去は、電池の向去を確認してください。 






爾池を入れまず 


^ メモ 

• この力><ラは電池がないと動きませんので、操作をする前には、必ず決められ 
た1」チウム電池 「CR2」 を2個入れてください。サンプルの電池び添付されて 
いますので、この電池をお使い<ださい。 

.単3おアルカ U 電池を使える、別売りのバッテ U —グ U ップ己 G-20 ちあります。 
•電池を交撰するときは、全部を一度に、同一><ーカー ■ 同一種類で行なってく 
ださい。また、新しい電池と古い電池を混ぜないでください。 

• このカメラは本体の作動、曰付/時刻とを同じ電池を使います。 

• 曰付や時刻の設定は28ページをご覧ください。 

電池交換をの初期設定 

電池を交換すると、力^ラの設定げ段下のよラに初期状態になります。 
それ!;^外は、交換する前と変わ0ません。 


スト□ボモード 

オートポップアップ/自動発光 

赤目軽減機能 

なし 

ワイヤレス制御 

なし 

八イスピードシンク □ 

なし 

ドライプモード 

1コマ撮影 

雨マ立 

巧ナ曰 

鳴る 

時刻 

0:00 

曰付/時刻の写し込み 

なし 



撮影巧能フイルム本数 に4枚撮りフィルム] 


使用温度 

20。仁 

-10。仁 

—般撮影 

約已〇本 

約30本 

スト□ボ撮影惟用率已0%] 

約] 7本 

約10本 

スト□ボ撮影惟用率] 00%] 

約] 2本 

約巳本 

バルブ撮影 

約5時間 

約1時間 


曲メモ 

•新品の U チウム電池 「 CR 2」 で、当社試験条件による。 

• 撮影可能フィルム本数は、使用条件によって変わりますのでご注意ください。 
•低温では、一時的に電池の性能び低下することびありますび、常温に戻れば使用 
で去ます。また、撮影でをるフィルム本数がかなくなりまず。 

•同堀されている電池は、サンプル巧の電池のため、上記のフィルム本数を撮影で 
をないことがあ0ます。 

• 海外旅行-寒冷地での撮該や写真をた<さん撮るとさは、予備電池をご用意<ださい。 
• 「単3バッテリーグ U ップ己 G -20」 を使巧した場含の撮影巧能フィルム本数につ 
いては、1吕7ページをご覧ください。 


電池を入れまず 


電池び消耗した場合 


電池び消耗ずると、電池消耗警 
告 S が点なしまず。早めに電池交 
換の準備をしてください。 



必)メモ 

• 電池の交換のしかたについては23ページをご覧 < ださい。 

• 電池マーク胃び出たままでち、シャッターびきれれば露出に問題はありません。 
•表示パネルの電池消耗警告巨]び点滅になると、ファインダー内表示は消え、撮 
影でをな < なります。 

• 長期間カメラを使用していない場合、新品電池に交換してち表示パネルに電池消 
耗警告回び表示されることびありまず。電源を入れなおし、シャッターボタン 
を半押ししてみてください。 g の表示び消えれば、そのままお使いになれます。 




Chapter 3 

電源を入れます 


1 電源レバーを [ON] の位置に合 
わせると電源び入りまず[電源 
ON] 。 [OFF] の位置に合わせる 
と電源び切れまず。[電源 OF 円 



め)メモ 

• カメラを使用しないとをは、必ず電源を曰 FF にして<ださい。 

•表示パネルに回マークび出ていると去は、電池が消耗していますので、電池を 
交換してください。 3 VU チウム電池に R 2] 2本を使巧します。 

•電池を振くと時刻の修正び必要となりますので、電池消耗時政がは、電池を损か 
ないで < ださい。 

• 電源レバーを悟刮に合わせると、表示パネルの照明び約10秒間点灯します。ま 
た同時にプレビュー表示（被写巧深度）ち確認でさます。プレビュー表示につい 
ては] 00ページをご覧ください。 

•表示パネルの照明は、カスタムファンクションで、暗い場所で自動的につくよラ 
にしたり、あるいは点かないように設定することびできます。カスタムファンク 
ションの設定については、]34、 ] 41ページをご覧<ださい。 




日付や時刻を修正します 


1 電源を入れ、 DATE ボタンをず 
と 、 Tv (シャツ ター速度 ） ’Av 
(絞り値）表示び「年月日」の表示 
に切り替わります。 

と DATE ボタンを3秒間巧し続ける 
と、「年月日」の「年」表示が点 
滅します。 


|> DATE ボタンを一回巧ずごとに 
点滅表示が[年^月^日^時^分] 
の順に移動します。 

修正したい表示を点滅させてくださ 
い。 

4セレクトダイヤルを回ずと点滅し 
ている数値を変更でをまず。 

ち側に動かすと数値は進み、左側に 
動かすと戻ります。 




「時」表示を点滅させた場合 









5 数字を修正を、 DATE ボタンを巧すと、修正した数字が確定 
し、巧の表示が点滅しまず。 

6份]を確定してか 6 DATE ボタンを巧ずと、 Tv ’ Av 表示に 
戻りまず。 


^ メモ 

•電池を入れた棲には必ず曰付と時刻の設定をして<ださい。 

•電池を入れ直すと、時刻び0:00に U セットされますので、必ず時刻の修正をして 
<ださい。曰付は電池を取り外す前の設定び記憶されています。電池を入れ直し 
た後に DATE ボタンを巧ずと、すぐに曰付-時刻の修正びでさる状態になります。 
•使用可能湿度は約己□で〜一10でですび、低温下では、写し込まれる文字び薄く 
なることびあります。 

•高感度フイルム [ ISO 1000上]を使ったときは、写し込まれる文字びにじむ 
ことがあります。 

• に0已〇じ(下のフイルムは、フイルムにより写し込まれる文字び薄くなることがあ 
ります。 

•修正途中[点滅表示中]は、シャッターをきっても日付や時刻は写し込まれません。 







Chapter 5 

日がや時刻を写し込みます 


1 DATE ボタンを巧しまず。 


仁 表示パネルの 「 Tv / Av 」 表示が 
「曰付/時刻」表示に切り替わり 
まず。 


3 「曰付/時刻」表示が出ている間 

に DATE ボタンを巧して、写し 
込みたい表示を選びまず。 




例えば2003年2月]曰、14時30分の場合は、下図のように表示び変わります。 
件月日） 

旧時分） 

(写し込みなし） 

(月曰年） 

(曰月年） 


r 

■ M 

己 3 1 

1 


1 1 す 3 己 








M ■ 

2 ; 己 3 

Ir 

L 

M ■ 

1 803 











4 シャッターボタンを罢巧しずるか、 

セレクトダイヤルを操作ずると、 

表示が 「 Tv / Av 」 表示に戻りま 
ず。 

[--…】（写し込みなし）な外を還 
んでいるときは、表示バネル 
にび表示されます。 

め) メモ 

• 電源び切れていると表示の切り替えはでをません。 

•表示パネルに表示されている曰付や時刻び写真に写し込まれます。 

•日付や時刻を写し込みたくない場をは、【……】を表示させます。 

•表示パネルの 【 M 】 は「月」の位置をおしています。 

• 規定枚数を超えたコマには、曰付や時刻び正しく写し込まれません。 

•電池を入れ直すと、時刻び0:00に U セットされ、写し込みの設定ち【……】（写 
し込みなし）に設定されます。 



Tv Av 。巧 

，'巧敞 



..... —Jo 


1 

1 date] III)) □ 



[■■■百お 0 — 1 。 










Chapter 6 

レンズを取 0 付けます 



L カメラとレンズの，去点を合わせ、 
レンズをちに回ずと「カチッ」 
と音がして□ックされます。 


レンズ取0付け後、レンズを左に回し 
て、確実に□ックされていることを確 
認してください。 



0 図のように矢印部分を内側に巧 
ずとレンズキヤップか夕 •! •れます。 



4レンズを外ずときは、レンズ取 

りがしボタンを巧しなが S レン 
ズを左へ回してください。 








曲メモ 

•ののカバーは工場出荷時のキズやホコ1」防止用のものです。別売りアクセヴリー 
として□ック機構付きの「ボディーマウントキャップ K 」 ちあります。 

• レンズの着脱は、不苗意なレンズの動さを防ぐため、電源 OFF で行なってください。 
•がしたレンズは、マウント周辺を傷付けないため、カメラに取り付く面を上にし 
て置いて < ださい。 

• 他社製レンズを本製品に使巧されたことによる事故、故障などにつきましては保 
証いたしかねます。 

•カメラやレンズのマウント面には、レンズ情報接点や AF カプラーびあります。こ 
の部分にゴ S や;'ちれび付いたり、腐食び生じると、電気系のトラブルの原因にな 
る場合びあります。汚れたとさは、乾いた柔らかい布でされいに拭いてください。 


Chapter 7 

ファインダーの視度を調整します 


ファインダーを視力に合わせて調整します。 

1 カメラを明るいちへ向け、視度 
調整ダイヤルを左ちに回して、 

フアインダー内の測距点^びは 
っをり見える位置に調壁します。 



向メモ 

•視度は-2.巳〜+1.日 m -' (毎メートル）の範囲で調整でをまず。 



Chapter 8 

フイルムを入れます 


1 裏ぶた開放レバーを上げて裏ぶ 
たを開けまず。 


么レンズをしっかりと持ち、フイ 
ルムの凹部を下にして先に入れ、 
巧に上側を入れまず。 


t > シャツター幕に触れないように 
フイルムを引を出しまず。 


4フィルム先端をオレンジ色のフ 
ィルム巧端マーク（図の 
部分）の範囲内に合わせまず。 

フィルム先端を、先端マークより奥 
に入れすぎたり、手前の位置に置く 
と、きちんと巻き上び D ません。 







フイルムを入れまず 


5 裏ぶたを閉め、電源を ON にずる 

と、フイルムび1枚目まで進みま 
ず。 


6 表示バネルに m が点滅ずると、 
フィルムがきちんと巻き上がって 
いませんので、裏ぶたを開けて、 
ち5—度入れなおしてください。 



^ メモ 

• カメラの操作に慣れるまでは、カメラにフイルムを入れないで練習されることを 
お勧めしまず。 

• ほとんどのフイルムび、フイルム感度を自動的にセツトできる DX フイルムですび、 
DX 政外のフイルムの場合は、 ] 2日ページをご覧になり、フイルム感度を設定し 
てからお使いください。 

• フイルムを入れるとさは、直射日光び当たらないところで行なってください。 

•ホ列線フイルムは使巧でをません。フイルム検細こホが光を利用しているため、 
感光の恐れびあります。 






シャツターボタンの操作 

シャッターボタンは2段階になっています。 



巧していない 半押し状態 押し切った状態 

状態 [1 段目] に段目] 


シャッターボタンを半押しすると [1 段目まで巧し込む]、ファインダー 
内や表示パネルの表示び表示され、オートフ オー カスび働をます。さ5 
にシャッターボタンを押し込むに段目まで押し込む]と撮影できます。 

曲メモ 

•手ぶれを防ぐため、シャッターボタンはゆっくり巧し込んでください。 
•フイルムを入れる前に、実際にシャッターボタンを巧してみて、どこまで巧し込 
むと半押しになるのか、感覚をつかんでおいてください。 

•ファインダー内表示は、シャッターボタンを半押し後、指を離してち約10砂間表 
示されたままになります。なお、シャッターボタンの半押しを続けると、表示は 
継続します。 


















step 1 

1 コマ攝該にします 


ドライブボタンを巧して、@を 
表示させます。 



め)メモ 

. シャッターボタンを押し続けて61度だけ撮霞される、最6—般的なモードでず。 
• ドライブボタンのその他の機能については己4ページをご覧ください。 





T - トピクチャーモードに合わせます 

このモードは、最も簡単な露出モードで、カメラび自動的に露出含わせ 
をしますので、シャッターボタンを押すだけで簡単に撮影び楽しめます。 


1 モードダイヤルを回して輕）に 
合わせまず。 

オートピクチャーモードでは、写すち 
のまでの距離などによ D 、 已つのピク 
チャーモード（標準•人物 m 
■ 風景 m ■ 近接 [$] • 動体^ )の 
中か6最適なピクチャーモードび自動 
的に選択されます。 


め)メモ 

•絞り1」ングの付いたレンズをご使用の場合、 
オートロックボタンを押しなび S 、 絞り 
を巧 n 位置に合わせます。 

• オートピクチャーモードは、 F 冉 J • FA • F レ 
ンズでのみ巧能です。 A レンズでは、標準モー 
ド固定となります。 






Step 3 

測光方式を分割測光にしまず 


分割測光に設定すると、画面を1日箇所に分割して明るさを設定するので、 
逆光で人物び暗くなってしまラよラな条件でわ、人物び暗くな5ないよ 
うに自動的に補正されます。 


1 測光モードレバーを原：に合わせ 


ます。 

な^^^^^へ ( 而 




^ メモ 

•測光ち式には、分割測光の他に中央重点測光とスポット測光方式びあります。他 
の測光ち式については88ページをご覧ください。 



step 4 

才ー トフォーカスにします 


オートフ ォー カスでは、 シャッター ボタンを半巧しするだけで自動的に 
ピントをわせげ行なわれます。 

I フオーカスモードレバーを IAF.S 
に合わせまず。 



^ メモ 

• ピント調節には、冉 F . S の他に次の方法び用意されています。 
- MF : 手動でピントを調整しまず。 

- AF.C :被写体にピントを含わせ続けます。 

その他のピント調整については 9] ページをご覧ください。 




Step 5 

測拒点をオートにします 


写したいちのび中央になくてち、自動的にファインダー内の測距点 
(1] 点）の最適な位置でピントびをラよラに調整します。 



•測距点の設定には、® [ AUT 日]の他に]1点の測距点から任意の位置でピン 
卜を調整する方法、測距点を中央に固定する方法び巧意されています。他の測距 
点の設定については日6〜97ページをご覧ください。 


• シャッターボタンを半巧しにすると、ピントび合った位置の測距点びホ<スーパ 
ーインポーズ表示されます。カスタムフアンクシヨンでスーパーインポーズ表示 
しないよラに設定することもでをます。カスタムフアンクシヨンの設定について 
は、134、138ぺージをご覧ください。 






Step 6 

ス トロボオートポップアップにします 



必)メモ 

• 表示パネルにび表示されている場合、スト□ボは必要なとをだけ発光しま 
す。外付けスト□ボについてち同様です。 

•電源を曰 FF にする政が、スト□ボは自動的に下びりませんので、必要ないときは 
スト□ボ上部を巧して収納してください。 

• オートポップアップび選択でさるのは、露出モードびオートピクチャーとピクチ 
ャーモードの場合だけです。 

•スト□ボモードボタンの機能については] 04ページをご覧ください。 

•スト□ボび上びった後にスト□ボボタン m を押すと、表示パネルの M び消え、 
常にスト□ボび発光する強制発光モードになります。 







Step 7 

ズームレンズの使い方 


ズームレンズを使えば写したい物を大きくした D 、かさくしたり自由に 
変えることびでさます。好みの大ささに合わせて撮影してくださし、。 


1 ズームリングをちに回ずと望遠 
へ、左に回すと広角になります。 



^ メモ 

• レンズの焦点距離表示の数字をかさくすると、写る範囲び広い広角側に、大さく 
すると、遠いちのを大をく写す望遠側になります。 

•この力方ラでは、パワーズーム、イメージサイズ指定、ズームクリップ、露光間 
ズームは使巧でさません。 







カメラの巧ぶ方 

撮影するとをは、力方ラの構え方び大切です。 

-力;< ラを両手でしっかりと持ってください。 

. シャッターボタンは指の腹で静かに押します。 



必)メモ 

• 木や建物-テーブルなどを利巧して、体やカメラを安定させると効果があります。 
• 個人差はありますび、一般的には焦点距離の逆数び手持ちの限巧シャッター速度 
とされています。たとえば、焦点距離び已 0 mm では！/曰0秒、 ] 00 mm では 
]/100砂などです。これし处下のシャッター速度になる場合には、なるべく =脚 
を使巧してください。 

•望遠レンズで兰脚を使用するとをは、力^ラやレンズの纖重量より重い兰脚を使 
ラと力><ラぶれ防止に効果びあります。 



step 9 

旗霞します 


1 フォーカスモードレバーが 
岡 になつてることを確認しま 
ず。 


么シャッターボタンを半巧ししま 
ず。 


ピントび合ラと、び点： n します。 
® び点滅を続けるとさは、政下の理 
由でピント合わせびできないときです。 
①撮影距離び近すざる 
もうかし離れて撮影してください。 
◎オートフォーカスの苦手な物 
1日]ページをご賣ください。 



0 ファインダーや表示パネルで、 
ピクチャーモードの種類やシャ 
ッター速度-絞り値を確認しま 
ず。 
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必)メモ 

•絞り U ングの付いたレンズをご使用の場合、 

オート□ックボタンを押しなびら、絞り 
を W 位置に合わせます。 

•撮影すると自動的にフィルムび巻を上びり、 

枚数表示び1つ進みます。 

• ピントび合ラまでシャッターは切れません。 

•面び点なしている間は、ピントびその位置 
で固定されます。別のものにピントを含ねせ 

直すとさは、シャッターボタンから指を離して再度巧し直してくださし、 






step 10 

フイルムの自動巻を戻し 


1 フィルムが終了ずると、自動の 
に巻き戻しが始まりまず。 

I ——01 の 仁三三 部かげ点滅し、枚 
数表示び減っていさます。 


と巻き戻しび終了ずると、表示バ 
ネルの亟]が点滅し、撮影枚数の 
表示が消'えまず。 





^ メモ 

•巻き戻し中は裏ぶたを開けないでください。 

• フィルムは直射日光び当たらないところで取り出してください。 

•規定枚数になってち、まだ撮影び続けられるとをは、フィルムび最後まで進んで 
から巻を戻しび行なわれます。 

• 巻き戻し時間は24枚撮りフィルムで約 I 3砂です。 

• フィルムの規定枚数！; Lb の撮影をすると、最後のコマは現债所でカツトされる場 
合びあります。大事な写真の場合は、規定枚数を撮り終わった時点で途中巻さ戻 
し[已1ぺージ]を行ない、フィルムを交換してください。 

• カスタムフアンクシヨンでフイルムの自動巻き戻しをしないよラに設定すること 
ちでをます。カスタムフアンクシヨンの設定については] 34、 ] 3日ページをご覧 
<ださい。 








step 11 

フイルムの途中卷を戻し 


フィルムの規定枚数まで撮 D 終わ5ないうちに途中で取り出したいとき 
に使います。 


1 電源 レバーを [ ON ] に合わせ、 

ストラツプ留め具の突起部分で、 
カメラの側面にある途中巻き戻 
しボタンを巧しまず。 



么途中卷き戻しが始まりまず。 

きさ戻しび終了すると表示バネル 
の®び点滅し、撮影枚数表示びおえ 
ます。 




め)メモ 

•途中巻を戻しボタンを傷つけることびありますので、でさるだけストラップ留め 
具けかは巧わないでください。やむを得ない場合は、ボールペンの先などで、押 
し込み過ぎに気を付けて行なってください。 




































ドライブモードを切り替えます 

ドライブモードの種類 


このカメラには、図のように已種類のドライブモードびあ D ます。 


(1 コマ 撮影） 

□ 

シャッターボタンを巧し込むと、1回だけシャッターびされま 
す。最も一般的なドライプモードです。 [40 ぺージ] 

(連続撮影） 

a 

シャッターボタンを巧し込んでいる間、連続的にシャッター 
びされます。[日日ページ] 

(セルフタイマー） 

の 

セルフタイマー撮影です。[日6ベージ] 

(リモコン 撮影） 


■3)1) 

力分ラから離れた所から撮影できます。[日日ページ] 

(を重露出） 

因 

前の写真に、写真を重ねて撮影します。 [61 ページ] 





運続撮影 


シャツターボタンを押し込んでいる間、連続的にシャツターびきれます。 



①シャッターボタンを半巧しにして、写したいものにピントを合わせ 
ます。 

® シャッターボタンを巧し続けます。 

③シャッターボタンを指か5離すと、連続撮影を終了します。 

曲メモ 

•フオーカスモードレバーび [AF.S] (シングル）に設定されているときは、1枚 
目のピント位置にフオーカス□ックされます。 

•フオーカスモードレバーび [AF. 口（コンテイニアス）に設定されているときは、 
シャッターび]回されるごとに、その都度ピント合わせび行われまず。ただし、 
この場含、ピントびをっていなくてをシャッターびをれるのでご注意ください。 

• 内蔵ストロボを使巧している場合は、充電び完了してからシャッターびきれます。 
ただし、カスタムフアンクシヨンで、充電中でちシャッターびされるよラに設定 
することちでさます。カスタムフアンクシヨンの i 思ちについては]34、]38ペー 
ジをご覧ください。 





ドライブモードを切 0 替えます 


セルフタイマー撮影 

セルフタイマー撮影は、撮影をわ入って記急撮影などをするとさに使いま 
す。シャッターボタンを押し込むと、約] 2秒後にシャッターがきれます。 

1 カメラを云脚などで固定します。 

^ メモ 

•大型の^脚をカメラに取り付けた場合、レンズ 
び雲台に接触することびあります。大型兰脚を 
ご使巧の際は、付属の r 吉脚庙補助板」の巧に 
兰脚の固定ネジを通し、力ラと雲台の間に挟 
んで取り付けて < ださい。 

仁 ドライブボタンを巧して拉]を表 
示させまず。 










3 写したいものが画面に入ってい 
るかファインダーで確認し、シ 
ャッターを 半巧ししまず。 

ピントび合ラと、 ® び点なします。 


4 シャッターボタンを巧し込みまず。 

セルフタイマーランプび点滅し、シャ 
ッターげされる約2秒前か5速い点滅 
に変わり、電子音わ速い「ピッピッピ 
ッ」といラ継続音に変わ0ます。シャ 
ッターボタンを押しさった後、約に秒 
後にシャツターがされます。 



应メモ 

• セルフタイマーの電子音を消すことちでをま 
す。詳し<は、87ページをご覧<ださい。 

• マニュアル露出！;!がの露出モードでセルフタイ 
マー撮影をするとさは、ファインダーから入る 
光び露出に影響を与えることびありまずので、 
AE □ック機能 [86 ぺージ]や付属のファイン 
ダーキャップをご利巧 < ださい。 

• ファインダーキャップなどのアクセサ U —の取 
り付けは、アイカップ Fm の片側を横に引っ張 
り、がしてから行ないます。 




ファインダーキャップをセットする 








ドライブモードを切日替えまず 


5 撮暴終了後にドライブボタンを 

巧します。 

セルフタイマー撮霞び解除され、1コ 
マ撮影に戻0ます。 


必)メモ 

• セルフタイマーび作動中でを、ドライブボタンを巧ずことで辭除できます。 

S ラーアップ機能 

シャッターボタンを巧しきつた後、ミラーをアップした状態で約2秒後に 
シャッターびされるよラに設定でさます。ミラーアップ機能を利用する 
ことで、 S ラーの作動によるぶれを軽減でをます。 S ラーアップで撮影 
するとをは、切下の手順で操作してください。 

1. カスタムフアンクシヨン No . に F 12] で設定番号に]を設定しま 
す。 

カスタムフアンクシヨンの設定のしかたは、134、 ] 4日ページをご 
覧ください。 

2. 撮影するときは、ドライブボタンを押して LSI を表示させます。 

3. 撮影するちのにピントを合わせ、シャッターボタンを押しさります。 
ミラーをアップした状態で2秒後にシャッターびきれます。ミラーア 
ップ直前の露出値で AED ックされます。 





力^ラか 5 離れた所か 5 撮影がでをます。 U モコンのシャッターボタン 

を押すと、約3秒後に撮影でをます。 

1 カメラを兰脚などで固定しまず。 

^ メモ 

•大型の王脚を力ラに取り付けた場合、レンズ 
び雲台に接触ずることびあります。大型=脚を 
ご使用の際は、付属の「=脚用補助板」の巧に 
=脚の固定ネジを通し、カメラと雲台の間に挟 
んで取り付けてください。 

2 ドライブボタンを巧して居を表 
示させまず。 

^ メモ 

•通常の設定では、 U モコン操作でのピント合わせ 
は行なわれません。あらかじめカメラ側でピント 
合わせをしてから U モコン操作をして<ださい。 

•カスタムフアンクシヨンで、 U モコン操作でのピ 
ント含わせをするように設定ずることもできま 
す。カスタムフアンクシヨンの設定については 
134. 141ページをご覧ください。 

3 U モコンをカメラに向けて、 U 

モコンのシャツターボタンを巧 
しまず。 

シャッターボタンを巧してから、3秒 
後に撮彰されます。 




U モコン撮該 








ドライブモードを切 0 替えます 


^ メモ 

• U モコン撮影中は、ランプの点滅と電子音でお知らせます。 

• 電子音を消ずこともできます。詳しくは87ページをご覧ください。 

W 撮該び終了ずると、セルフタイ 
マーランプび2砂間点なし、その 
を点滅に戻ります。 

撮影終了後、ドライブボタンを押すと、 

IJ モコン撮霞び解除され、1コマ撮影 
に戻0ます。 

^ メモ 

• リモコン撮影でをる距離は力><ラ正面から約已171 
です。 

•露出モードをバルブに設定 [84 ページ]して U 
モコン撮影を行なラと、 U モコンのシャッター 
ボタンを巧している間、バルブ撮影びでさます。 

• マニュアル露出切がの露出モードで U モコン撮 
影をするときは、ファインダーから入る光び露出 
に影響を与える ことび ありますので、 AE □ック機能 [86 ページ]や付属のファ 
インダーキャップをご利用ください。ファインダーキャップの取り付けかたにつ 
いては已7ページをご覧 < ださい。 

• カスタムファンクションで U モコンの作動時間を3砂から即撮影に変更でをます。 
カスタムファンクションの i 受定については] 34、 ] 4□ページをご覽ください。 

• U モコン撮影を始動後に中止したいとをは、ドライプボタンを押すか、電源を 
OFF にしてください。 

• 逆光時はリモコン撮影びできないことびあります。 

•スト□ボ充電中は U モコン操作はできません。 

• U モコンのシャッターボタンを巧してを内蔵スト□ボのオートポップアップは働 
去ません。 

• U モコン撮影モードのまま約已分間放置ずると、自動的に1コマ撮影に戻ります。 
•リモコン用電池では、約30,000回 U モコン送信することびできます。電池の交 

撰については当社お客様窓□にお問い合わせください。（交換はち料になります） 






を重露出 


フィルムの同じコマに、複数の写真を重ね合わせて撮影することげでき 
ます。例えば下の写真のよラに、暗い夜景に明るい月の写真を重ねをわ 
せるなどの合成写真を撮ることびでをます。 









ドライブモードを切日替え まず 


とシャツターボタンを巧し込み、 

1枚目の写真を撮暴しまず。 

1枚目の撮胃ミび終わると、表示パネル 
の@1と撮霞枚数び点滅しまず。 



^ メモ 

• 3枚 L ソ上の写真を重ねる場含は、再度ドライプボタンを押して撮影枚数だけを点 
滅させ、手順2からの操作をくり返します。 

0 シャッターボタンを巧し这み、重ね台わせる写真を撮影しま 
ず。 

撮影び終わると、フィルムび卷さ上び0、1コマ撮影に戻0ます。 

向メモ 

•電源を曰 FF にしても、多重露出モードは途中解除されません。解除するときは電 
池をいったん扳いて<ださい。その際時刻び IJ セットされますので、必ず時刻の 
修正を行なってください。 







オー トブラケツトモ-ドに設定します 


シャッターボタンを巧したときに、露出び違う写真を連続して撮影でき 
ます。 ] 枚目は補正なしの写真、2枚目はアンダー露出（マイナス補正） 
の写真、3枚目はオーバー露出（プラス補正）の写真を撮影します。 
マイナス側、プラス側の露出浦正値の幅は、±0.3、+0.日および±]段 
階 ( EV ) の3種類び設定できます。 



標準露出 アンダー露出 オーノ く一露出 


必]メモ 

• 補正量びルさい場合、ネガフィルムではほとんど効果び得られませんのでご注意 
ください（特にネガカラーの オー トプ U ント仕上げの場合)。 


オートブラケットボタンを巧し 





て国固とパ'-グラフを表示させ 


date (^ 



まず。 
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才ー トブラケツトモ-ドに設定しまず 


L 才ートブラケツトボタンを巧し 
て、露出補正値の幅を還びます。 

オートブラケツトボタンを副すごと 
に、露出補正値の幅び変化します。 

0 シャツターボタンを半巧しにず 
ると、ファインダー内と表示バ 
ネルにバーグラフが表示され、 
現在の補正値び表示されまず。 


4シャッターボタンを巧し続けまず。 

連続して1枚目は補正なし、吕枚目はマイナス側、3枚目はプラス側 
にそれぞれ補正して、3枚の写真び撮胃》されます。 

撮影終了後、シャッターボタンか6指を副すと、通南の1コマ撮影に 
戻ります。 

必1メモ 

• 「連続撮該」と組みをわせた場合、シャッターボタンを押し続けている間は連続 
してオートブラケット撮影び行なわれます。 

• 「セルフタイマー撮影」「リモコン撮影」と組み合わせた場を、3枚目の撮影び終 
了すると、通常の1コマ撮影に戻ります。 









• 「多重露出」と組み合わせた場合、シャッターボタンを押し続けていると、補正 
なし、マイナス側の順にを重露出び行なわれた辕、フィルムび巻き上びり、通常 
のオートブラケット撮影び行なわれます。 ] 回目と2回目のシャッターをそれぞれ 
きった棲に指を離して、その都度ドライプボタンを巧して撮影すると、同じコマ 
にお正なし、プラス側-マイナス側それぞれの補正で多重露出撮影び行なわれま 
す。このとき、3回目のシャッターをきった後に、通常の]コマ撮影に戻ります。 

•フオーカスモードレバーび [AF.S] (シングル）に設定されているときは、1枚 
目のピント位置にフオーカス□ックされます。 

•フオーカスモードレバーび [AF. 口（コンテイニアス）に設定されているときは、 
シャッターび]回きれるごとに、その都度ピント含わせび行なわれます。ただし、 
この場を、ピントび含っていなくてちシャッターびをれるのでご注意ください。 

• 撮影途中でシャッターボタンから指を離しても、約20秒間は設定値び保持され、 
次の補正値で撮影でをます。この場含、各コマ毎にピント含わせび行なわれます。 
約2□抄を過ざると1枚目からの撮影状態に戻ります。 

•内蔵スト□ボあるいは、が付けスト□ボ （TTL、P-TTL オートの場合のみ）と才 
ートブラケット撮影を併用することで、スト□ボの光量だけを連続的に変化させ 
ることびで定ます。ただし、外付けスト□ボでは、カメラのシャッターボタンを 
巧したまま3コマ連続に撮影すると、充電完了前に2 コマ 目、3 コマ 目び撮影され 
てしまうことびありますので、必ず] コマ ごとに巧電完了を確認してから撮影し 
て < ださい。 

•カスタムファンクシヨンでオートブラケットの撮影順唐を変更できます。カスタ 
ムファンクシヨンの設定については134、 ] 36ページをご覧ください。 

• カスタムファンクシヨンでオートブラケット撮影の終了樓に、自動的にオートプ 
ラケット撮影び解除されないよラに設定で定ます。カスタムファンクシヨンの設 
定については] 34、 ] 37ページをご覧<ださい。 

才 一 A — 方向またはアンダー方向のみの写真を撮るには 

露出補正機能 [8 已ページ]と組み合わせることで、オーバーで向、また 

はアンダー方向のみのオートブラケット撮影びできます。どちらの場合 

も、露出補正値を中むとしたオートブラケット撮影び巧なわれます。 


ピクチャーモードを切り替えます 


オートピクチャーじ(外に、ピクチャーモードにはじ(下の日つのモードびあ 
ります。各モードについては目8〜73ページをご賣ください。 


才ートピクチャーモード 

願 

写す対象の大きさなどによって自動的に適切なピクチャーモードび選 
おされます。 [41 ページ] 

標準 モード 

一般的な撮影をずるときにこのモードを使ラと便利です。 [68 ページ] 

人物 モード 

m 

人物撮影をするときにこのモードを使うと便利です。[已日ぺージ] 

風景 モード 

A 

風景撮影をするときにこのモードを使うと便利です。 [70 ぺージ] 

近接 モード 

化 

花などを近くで撮影をするとをにこのモードを使ラと便利です。 

[71 ページ] 

動体 モード 

動さの速い物を写ずとさにこのモードを使ラと便利です。 [72 ページ] 

夜景 モード 

スト□ボを利巧して夜景を生かした人物撮影をするとをにこのモード 
を使ラと便利です。 [73 ページ] 


モードダイヤルを回して希望の 
モードの位置に合わせまず。 






2 ファインダー巧に選択したモー 
ドが表示されまず。 



^ メモ 

•絞り U ングの付いたレンズをご使用の場合、 
オート□ックボタンを巧しなびら、絞り 
を HAH 位置に合わせます。 


露出警告 

写したい物が明るすぎたり暗すざるときは、 
表示パネルとファインダー内のシャッター 
速度や絞り値表示び点滅します。明るすぎ 
るとさは、 ND フィルターをお使いいただく 
か、ちラかし暗いところに力方ラを向け直 
して<ださい。暗すざるとさは、スト n ボ 
などをご利用 < ださし、。 







ピクチヤーモー ドを切り替えます 


標準モード曲 



ファインダーと 表示 パネルでシャッター 速度.絞 D 値を確認してくださ 
い。ファインダーには®]ち表示されます。 




人物モード面 


人物撮影をするとさにこのモードを使ラ 
と便利です。 


1 モードダイヤルを回して®の位 
置に合わせまず。 




ファインダーと表示バネルでシャッター速度-絞り値を確認してくださ 
し、。ファインダーにはも表示されます。 


め)メモ 

• このモードで人物撮影すると、望遠系のレンズではバックをぼかすことびできま 
す。一方、広角系のレンズでは、集合写真に便利なよラに比較的広い範囲にピン 
卜び合ラよラになっています。 




—ドを切 0 替えます 



風景撮影するとさにこのモードを使ラと 
便利です。 


1 モードダイヤルを回して m の位 
置に合わせまず。 


ファインダーと表示 パネルで シャッター速度.絞 D 値を確認してくださ 
い。ファインダーには m ち表示されます。 



^ メモ 

• このモードで風景撮影をすると、近くから遠くまで風景全体にピントの合った写 
真び撮れます。 




觸モード困 




ファインダーと表示バネルでシャッター速度-絞り値を確認してくださ 
し、。ファインダーには rsi もま示されます。 


め)メモ 

•このモードで撮誇を行ラと、ピントの合3範囲びにくなっていますので、シャー 
プな写真び撮れまず。 





ピクチヤーモー ドを切り替えます 


動付:モード® 


動さの速い物を写ずとさに使5と便利で 
す。 




ファインダーと表示 パネルで シャッター速度.絞 D 値を確認してくださ 
い。ファインダーには巧立ち表示されます。 


め)メモ 

• このモードで撮該すると、動をのまいわので右ぶれずに動をを止めてはつをりと 
した写真を撮ることびでさます。 




巧景モード巧] 


スト n ボを利用して夜景を生かした人物 
撮影をするとさに使ラと便利です。 


1 モードダイヤルを回して^の位 
置に合わせまず。 




ファインダーと表示パネルでシャッター速度-絞り値を確認してくださ 
し、。ファインダーには 3] ち表示されます。 

曲メモ 

.スト□ボ撮影で、写すちのび暗い場含、シャッター速度びI砂まで下びりますの 
で、背景を生かしたスト□ボ撮影びでをます。 

•夜景モード撮影では、シャッター速度び遅くなります。手ぶれを防ぐため、=脚 
などに固定してください。また、写される人び動いてしまってち、写真はぶれて 
しまいますのでご注意<ださい。 

•スト□ボを使用しない焉合の制御は、標準モードの場合と同様です。 

• 内蔵、あるいはが付けスト□ボの充電完了を確認してから撮影してください。 

• 大型の=脚をカメラに取り付けた場含、レンズび雲台に接輔することびあります。 
大型兰脚をご使用の際は、付属の r 云脚巧補助板」の巧に=脚の固定ネジを通し、 
カメラと雲台の間に挟んで取り付けてください。 





いろいろな露出モードを選びます 

絞りとシャツター速度の効まについて 


写したいをの（被写体）の適正露出は、シャツター速度と絞0値の組み 
合わせで決まります。ただし、被写体の適正露出を決めるときのシャツ 
夕一速度と絞り値の組み合わせはいくつちあり、この組み含わせを選ぶ 
ことで、写真の効果を変えることびでさます。 

シャツター速度の効ま 

シャッター速度は、光びフイルムにあたる時間を長くしたり、短くして 
フイルムにあたる光の量を調整しています。 


♦シャッター 速度を遅くする 
シャッターの 開いて いる 時間び長く 
なるため、写したいち)のび動いてい 
れば、ブレとしてフィルムに記録さ 
れます。 

JII や窟、波などの動さを意図的に遅 
いシャッター速度で撮ることで、動 
感のある写真にな0ます。 

♦シャッター速度を速くする 
動きのあるものでち動きを止めて写 
すことがでさます。 

写したいものび動いてなくてち、シ 
ャッ ターをさるとさに力;< ラび動い 
てしまラカ方ラぶれを防ぐことびで 
をます。 





絞 0 の効ま 

絞りは、光びレンズを通るときの光束（光の太さ）を広くしたり、狭め 
たりしてフイルムにあたる光の量を調整します。 


♦絞りを開いて光束を広くする 
ピントを合わせたものに対して、そ 
の前後のもののボケび大さくな0ま 
す。例えば、風景の中で人物を撮影 
すると、ピントを合わせた人物の前 
後にある風景のぼけを大きくし、人 
物だけび浮さ上びる効果びあ0ます。 



♦絞りを絞って光まを狭くする 
ピントの合ラ範囲び前後ににび0ま 
す。例えば、風景の中で人物を撮影 
すると、ピントを合わせた人物の前 
後にある風景までピントを合わせる 
ことびでさます。 



必)メモ 

•写したいちののある部分にピントを合わせると、その前渡のちのにちピントびあ 
ラ範囲びあります。このピントが含ラ範囲を被写巧深度といいます。 

•被写巧深度（ピントの合ラ範囲）は、絞りを絞り込むほど深く（広い範囲にピン 
卜び合ラ）なります。 

•その他に、広角レンズほど、また写したいをのび遠くなるほど被写巧深度は深く 
なります。ズームレンズには、機構上被写巧深度の目盛りは付いていません。 





いろいろな露出モー ドを還びます 


シャツ タ—厦巧自動露出を巧用する 


日月るさに応じて絞りび自動的に変わります。速い速度で動きを止めたり、 
遅い速度で動感を出すのに適しています。シャッター速度の効果につい 
ては、74ページをご覧くださし、。 
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应メモ 

•絞り U ングの付いたレンズをご使用の場合、 

オート□ックボタンを巧しなびら、絞り 
を m 位置に合わせます。 

•ファインダーと表示パネルのシャッター速度 
は、電源び ON であれば常に表示されます。 

露出警告 

写したい物び明るすぎたり暗すざるとを 
は、表示パネルとファインダー巧の絞り値 
表示び点滅します。明るすぎるとさはシャ 
ッター速度を速く、暗すざるときはシャッ 
ター速度を遅< して点滅び止まれば撮影で 
さます。 

なお、シャッター速度表示と絞り値表示の 
両方び点滅した場合は測光範囲外ですか 
ら 、シャッター速度を変えてち適正露出は 
得5れません。明るすざるときは、 ND フ 
ィ ルターをお使いいただくか、もラかし暗いところに力;<ラを向け直し 
てください。暗すざるとさは、スト n ボなどをご利用くださし、。 





いろいろな露出モードを選びまず 


絞0優巧自動露出を利用する 


明るさに応じてシャッター速度び自動的に変わります。ピントの合ラ範囲 
を広くしたい風景写真や、背景をぼかしたい人物の撮影などに適していま 
す。絞0の効果については、7已ページをご賣ください。 
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应メモ 

•絞り U ングの付いたレンズをご使用の場合、 
オート□ックボタンを巧しなびら、絞り 
を m 位置に合わせます。 

•ファインダーと表示パネルの絞り値は、電源 
び曰 N であれば常に表示されます。 



商 


Tv ! ! ! ! ,Av 。■つ 

4 加 IP 姐 


-Jo 


□ 


露出警告 

写したい物び明るすざたり暗すざるとさは、 

表示パネルとファインダー巧のシャッター 
速度表示び点滅します。明るすざるとさは 
絞りをル絞り側[数字の大さいで]に、暗 
すざるとさは絞りを開放側[数字のルさい 
ち]にして点滅び止まれば撮影できます。 

なお、シャッター速度表示と絞り値表示の 
両方び点滅した場合は測光範囲がですか5、 

絞りを変えても適正露出は得5れません。 

明るすぎるとさは、 ND フィルターをお使い 

いただくか、ちうかし暗いところに力^ラを向け直してください。暗すざ 
るとさは、スト n ボなどをご利用ください。 








いろいろな露出モードを遺びます 


マニュアル露出を巧用する 


南に同じシャッター速度と絞りの組み合わせで撮霞ずる場合や、意図的 
に露出オーバー[明るい写真]や露出アンダー[日音い写真]にするとを 
に使います。 



。セレクトダイヤルでシャッター 
速度を設定しまず。 









4 AV ボタンを巧しなが 6 セレクト 
ダイヤルで絞り値を設定しまず。 


5 ファインダーと妻示パネルで絞 

り値とシャツター速度を確認し 
まず。 





め)メモ 

•絞り1」ングの付いたレンズをご使用の場合、 
オート□ックボタンを巧しなび6、絞り 
を m 位置に合わせます。 



ファイダー とま示 J f ネルの/ v - グラフの見かた 

パーグラフの W び中むにあれば適正、一 
側に並んでいるとさは露出不足、+側に並ん 
でいるとさは露出オーバーです。+2段階 
( EV ) を超えた場合は、©または®び 
点滅します。 



+1段階 （ EV ) 才ーバー 











いろいろな露出モードを選びまず 


^ メモ 

• 表示パネルのシャッター速度と絞り値は、電源び曰 N であれば常に表おされます。 

• マニュアル露出では、 AE □ックや露出補正はでをません。 

•一般のネガカラーフイルムを使って撮影する場合は、「やや露出オーバー」「やや 
露出アンダー」で撮影してち、写真の仕上びりにはほとんど影響ありません。こ 
れはネガカラーフイルムの、露出に対する寛容度（ラチチュード）びにいためで 
す。ただし、 U バーサル（スライド用）フイルムの場合はラチチュードび狭いた 
め、意図的に露出オーバー、あるいは露出アンダーにするとさ政列•は、必ず適正 
露出になるよラに、絞りとシャッター速度をあわせる必要びあります。 


露出警告 

写したい物が明るすざた0暗すざるとさは、 

表示ノてネルとファインダー内のシャッター速 
度表示と絞り値表示び点滅し、測光範囲外を 
お知5せます。シャッター速度や絞りを変え 
ても適正露出は得5れません。明るすざると 
さは、 ND フィルターをお使いいただくか、 

もうかし暗いところにカメラを向け直してく 
ださい。暗すざるとさは、スト□ボなどをご利巧<ださい。 





低速シンク□について 


夕景などを背景に人物撮影をするとき、低速シンク□を利巧すると人物 
も背景もをれいに写せます。低速シンク□撮影は、73ページの夜景モー 
ドを利巧するちまび最ち簡単ですび、マニュアル露出やシャッター優先 
自動露出でち巧能です。 

低速シンク□は、内蔵スト□ボでも外付けスト n ボでも同様にご利用い 
ただけます。 

♦マニュアル露出の場合 

1. スト□ボボタンを押して、内蔵スト□ボを上げます。[外付けスト □ 
ボを使用する場合は、外付けスト□ボの電源を入れます] 

2. マニュアル露出にします。 

3. 適正露出になるよラにシャッター速度 [1/ に已秒 UTF の低速]と絞 
0を選びます。 

4. 内蔵あるいは、外付けスト□ボの充電完了を確認してか5撮影します。 

♦シャッター優先自動露出の場合 

1. シャッター優先自動露出にします。 

2. 適正露出になるよラにシャッター速度 [1/ に日秒 L 处下の低速]を選び 
ます。 

3. スト□ボボタンを押して、内蔵スト□ボを上げます。[外付けスト □ 
ボを使用する場合は、外付けスト□ボの電源を入れます] 

4. 内蔵あるいは、外付けスト n ボの充電完了を確認してから撮影します。 

必]メモ 

•低速シンク□撮影では、シャッター速度び遅くなりまず。手ぶれを防ぐため、= 
脚などに固定してください。また、写される人び動いてしまっても、写真はぶれ 
てしまいますのでご注意ください。 

• シャッター優先自動露出で低速シンク□撮影をするときは、ストロボを準備す 
る前に露出を合わせてください。背景び適正露出にならないことびあります。 


H ルブで撮 m します 


花火や夜景などの撮影で長時間シャッターを開いておく必要のあるとき 
にご利巧ください。 


1 マニュアル露出のとをに、セレ 
クトダイヤルでシャッター速度 
を低速側に移動させ、表示パネ 
ルに臣。を表示させまず。 



Tv Av 。■つ 

fau 弓石し 



__Jo 



■川 □ 




^ メモ 

•バルブで撮影するとさは、ぶれ防止のためしつ 
かりした=脚を使用し、別売りの「ケーブルス 
イッチ CS -20 日」を使巧してください。 

•新品のリチウム電池（常温）で、約已時間の長 
時間露出びでさます。 

•リモコン撮影を利用ずると、 U モコンのシャッ 
ターを巧している間、バルブ撮影びで去ます。 







露出を補正します 


意図的に露出オーバー（明るい写真）や露出アンダー（おい写真）で撮 
影でさます。露出捕正は、一3〜+ 3段階 （ EV ) の範囲で、 0.5 段階 
( EV ) ごとに設定できます。 

1 AV ボタンを巧しなが6セレクト 
ダイヤルで補正値を設定します。 


么ファインダーと表示パネルで補 
正値を確認してください。巧正 
中は因び表示されます。 





ファイダーと表示/ V ’ネルの/ グラフの見かた 

バーグラフの [ Z ] び一側にあれば露出アン 

ダー、+側は露出オー(-ので向になります。 〇 I ■ I ■ ; ■ I ■ I 〇 

I 目盛りび 1/2 段階 （1/2 EV ) に相当しま 

サ ー2段階正 V ]:目感り一番左 

+ 2段階正 V ]:目盛一番ち 
] 目盛は0.巳段階 [ EV ] 

•露出補正はマニュアル露出およびバルブでは利巧できません。 

• 電源を 0 FR こしたり、他の露出モードにしても露出補正は解除されません。 

•2 段階 （2 EV ) を超えた設定をした場合は、バーグラフの [ G び一番左または、 
一番ちの目盛0で点滅します。 





AE ロックを巧います 

AE □ックは、撮影前の露出を記憶させる機能です。写したいものびかさ 
く、適正な露出を得るのが難しいときや逆光撮影のときなどにお使いく 
ださし、。 

I AE □ッ クボタ ン函 B を巧ずと、 

その時点の露出（明るさ）を記 
憶しまず。 

ちラー度巧すと解除でさます。 


^ メモ 

•冉 E □ック中は、ファインダー内に困び表示 
されます。 

•冉 E □ックボタン區匡互から指を離してを、20 
砂間は露出び記憶されています。 AE □ックボ 
タンを巧し続けたり、シャッターボタンを半巧 
ししている間は露出び記憶され続けます。 

•冉 E ロックボタンを巧すと、電子音び鳴ります。電子音び鳴らないよラにすること 
もできます。 [87 ぺージ] 

•冉 E □ックボタンを巧しても AE □ックを行なわず、ピントを合わせるようにカス 
タム ファン クシ ヨンで 設定すること もで きます。カスタム ファン クシ ヨンの 設定 
については134、137ぺージをご覧ください。 

•冉 E □ック中はオートポップアップは働をません。 M 表示ち消えます。 

•冉 E □ックはマニュアル露出およびバルブでは利用でをません。 

• 焦点距離によって開放 F 値び変わるズームレンズでは、 AE □ック中でもズームを 
動かすことで、シャッター速度と絞り値の組み合わせび変わります。ただし露光 
量は変わりませんので、 AEO ックをした時点での明るさで写真は撮影されます。 





電子音の有無を切 0 替えます 


ピントび合ったとさやセルフタイマー、リモコン、 AEn ック時の電子音 
の有無を変更でさます。 



0モードダイヤルを因！] HEED 悟句！■ソがの位置に合わせまず。 


必)メモ 

•モードダイヤルび因 U Mira 區国の位置では、シャッターびきれません。 
• 色 巧を選択していると、表示パネルには常に田西び表示されます。 







方式を設定します 

ファインダー内のどの部分で明るさを測り、露出を決めるのかを設定し 
ます。測光で式には、 ] 目分割測光、中央重点測光、スポット測光方式び 
巧意されています。 

分割測巧を利用する 


ファインダー内を]目分割して測定されます。逆光などで人物び暗くなる 
とをでち、どの部分にどんな明るさのものびあるのかび自動的に判断さ 
れ、人物び暗くな5ないよラに補正されます。 

必1メモ 

• 分割測光では、図のよラに画面内を1封こ分割して明 
るさび測定されます。 




^ メモ 

• FA J • FA ■ F • A 政外のレンズでは、分割測光に設定してわ中央重点測光になり 
ます。（カスタムフアンクシヨンに F17] で、絞り冉^^(がのレリーズ許巧を設定 
した場合のみ使巧巧） 







中央重点測巧を利用する 

ファインダー中央部分に重点を置いて測光されます。露出を決めるとき 
にカメラ任せではなく、経験的に補正をして決めるときなどに利用しま 
す。 

必]メモ 

•中央重点測光では、図のよラに 
高さび高い部分（中央部分）ほ 
ど感度び高くなります。逆光の 
場合でも自動補正び行なわれな 
いため、経験的な判断ををとに 
露出を補正してください。 








M が方なを設定しまず 


スポット測巧を利用する 


ファインダー中央の限5れた狭い範囲の明るさだけを測光します。写し 
たいちのび非常にかさく、適正な露出を得るのび難しいとさは、 AE □ッ 
ク機能と組み合わせて利用すると便利です。 [86 ページ] 


必)メモ 

•スポット測光では、図のよラにファインダー中央の 
限られた狭い範囲の明るさだけを測光します。 



スポット測光範囲 






ピントを合わせます 

ピント調整について 


ピント調整には、け下の3つの撮霞方法び用意されています。 

才ートフオーカス 

ピントを自動で調節します。オートフオーカスには、シャッターボタン 
を半押しにしてピントび合ラと、その位置に固定するシングルモード 
( AF . S ) と被写体に合わせて常にピントを調整するコンティニアスモー 
ド （ AF . C ) びあります。 [92 〜93ページ] 

7ニユ アルフ オー カス 

ピント調整を手動で巧います。[目4ページ] 

測距点の切り替え 

被写体のピント調整位置を自動に設定した0、ファインダー内で指定し 
た位置に設定したり、ファインダー中央に固定できます。 [9 目〜97ペー 
ジ] 


ピントを合わせまず 

才ートフオーカスのシングルモードを利用する 


2 


フオーカスモー ド レバーを函 M 
の位置に合わせまず。 


ファインダーを弧きなが6シヤ 
ッターボタンを半巧しした状態 
にします。 




t > ピントが合うとファインダー内 
の合焦マーク ® び点なしまず。 

(点滅ずると、ピントは合っていませ 

Ajo ) 



必1メモ 

• W び点灯している間は、ピントび固定（フオーカス□ック）されます。別のち 
のにピントを含ねせるときは、いったんシャッターボタンから指を離してくださ 
い。 

•シングルモード （AF.S) に設定されているときは、ピントび合わない限りシャッ 
ターをさることびでをません。被写体に近づさ過ぎている場含は、離れた位置か 
ら撮影してください。オートフオーカスの苦手な物 [10] ページ]の場合は、手 
動でピントを調整してください。[日4ページ] 






才ートフオーカスのコンテイニアスモードを巧用する 


1 フォーカスモードレバーを AF.Cl 
の位置に合わせまず。 


么ファインダーを跟きなび6シヤ 
ッターボタンを半巧しした状態 
にしまず。 




t > ピントび合うとファインダー内 
の合焦マーク ® び点なします。 

(点滅すると、ピントは合っていませ 
ん。） 



必)メモ 

•コンティニアスモード （AF.C) では、力ラび被写体を動体と判断すると自動的 
に動体予測に切り替わります。 

•コンティニアスモード （AF.C) では、ピントび合っていない状態でも、シャッタ 
ーボタンを押しさるとシャッターびをれます。 







ピントを合わせまず 


手動でピントを調節する 


手動でピントを調節ずるには、ファインダー内の合焦マーク ® を利用 
する方法と、ファインダー内のマツト面を利用する方法びあります。 

を焦マーク ® を利用する 

ファインダーの合焦マーク®を利用して、手動でピントを調整します。 



么ファインダーを服きなが5シャ 
ッターボタンを半巧しした状態 
で、レンズの距離 U ングを回し 
てください。 



|>ピントが合うとファインダー内 
の合焦マーク® び点‘打 し、「ピ 
ピッ」と電モ音び鳴ります。 

(点滅すると、ピントは合っていませ 
ん。） 







纪メモ 

.被写体びオートフォーカスの苦手な物[101ページ]に該当し、合焦マーク® 
び点灯しないときは、ファインダーのマット面を利巧したマニュアルフォーカス 
をしてください。 

• 電子音び鳴らないように設定できます。 [87 ページ] 


マツト面を利用ずる場ち 

#フオーカスモー ド レバーを 画目の 
位置に合わせまず。 


ム ファインダーを跟をなび5、フ 
ァインダー巧の像が最もはっき 
り見えるようにレンズの距離リ 
ングを回して < ださい。 






ピントををわせまず 


任意の測距点を設定する 


ファインダー内には1 ] の測距点（オートフオーカスポイント）び表示さ 
れています。オートに設定 [44 ページ]していて、思った位置にピント 
び合わないときは、測距点を任意に設定でさます。 


2 


2 


3 


測距点切り曾えレバーを居国に 
合わせまず。 


ファインダーを弧きなが6、被 
写体の位置を確認しまず。 


十字キーを巧して、ピントを合 
わせたい位置に測距点を設定し 
まず。 

十字キーを巧しにち向に、ファインダ 
一内の測距点表示び赤<点打（スーバ 
—インポーズ）し、どの位置に設定し 
たかび確認でをまず。 

逆光などのま件で、スーバーインボー 
ズび見づ5い場合は、表示バネルの測 
距点表示で確認してください。 









必メモ 

•測距点の設定を解除し、力分ラによる自動設定に戻すとさは、測距点切り替えレ 
バーを g に合わせます。 

測距点を中央に固定する 


2 


測距点切り替えレ J V ’一を [ ZI に合 
わせまず 


シャツ ターを半巧しにずると、 
測距点び点なしている中央部に 
だけピントび合いまず。 



幽メモ 

•測距点の設定をお除し、カメラによる自動設定に戻ずとさは、測距点切り曽えレ 
バーを®に合わせます。 






ピントををわせまず 


フオーカスロックを利用する 


オートフォーカスでピントを調整するとさに、ピントを合わせたいちの 
び測距点の範囲外にあるときは、被写体にピントを合わせることびでを 
ません。そのよラな場含、いったん測距点の範囲内で被写体にピントを 
合わせて固定し（フォーカス□ック）、写真の構図を変えて撮影でさます。 

t フオー カスモードレバーを函 M 
に合わせます。 


と撮りたい写真の構図をファイン 
ダーで確認します。 

ピントを合わせにいちのびどの測距点 
の内側にち入っていないとさにフオー 
カス□ックします。 




む 

っ A - - 

7 


II II II ぶ-. 

n — 

_ y _ ) 

(例）人物にピントび含わずに 


背景にピントび合ってし 
まラ。 







3 ピントを合わせたい被写体をフ 
ァインダーの中むにして、シャ 
ッターボタンを半巧ししまず。 

ピントび合5とファインダー内の合焦 
マーク®び点打し、「ピピッ」と電 
モ音び鳴ります。（点滅すると、ピント 
は合っていません。） 



4 シャツターボタンを半巧しした 
まま、撮りたい写真の構図に戻 
しまず。 



みメモ 

• 台焦マーク I 善1び点なしている間は、ピントび固定（フオーカス□ック）されま 
す。 

• フオーカス□ックの状態で、ズーム U ングを回すとピントびずれることびありま 
ず。 

• 電子音び鳴日ないよ5にすることちでをまず。旧7ページ] 





ピントををわせまず 


プレビューを利用する 


写したいをののある部分にピントを含わせると、その前後のをのにちピ 
ントびをラ範囲びあ0まず。このピントび合ラ範囲を被写界深度といい 
ます。プレビューを利用すると、撮影するとさにピントの含っている範 
囲（被写界深度）をファインダー内で確認することびでさます。 



么ファインダーを骗きなが S 、 電 
源レバーを国司に合わせまず。 

レバーを押している間、ファインダー 
内で被写界深度を確認できます。 



^ メモ 

•電源レバーを国国位置に合わせている間、ファインダー内の撮影情報の表示は消 
え、シャッターはをれな<なります。 

• プレビューはすべての露出モードで確認でさます。 

• ファインダーで確認したピント範囲と実際の写真でのピントの範囲は必ずしち一 
致しません。 






才ートフオーカスの苦手な巧 


オートフオーカス機構は、万能ではありません。写す物び下記のよラな 
場合には、ピント合わせびできないことびあります。ファインダー内の 
合焦マーク®を利用した手動ピント合わせち同様です。 

そんなとさは、フオーカスモードレバーを画百にして、従来の一眼レフ 
力^ラと同様にファインダーのマット面を利巧して手動ピント合わせを 
巧なってください。 

a) 測距点巨！]の内側び白い壁などの極端にコントラスト[明暗差]の 
低い物だけの場合。 

b) 測距点巨!]の内側に光を反射しにくい物びある場合。 

C) 非常に速い速度で移動している物。 

が反射の強い光、強い逆光隅辺び特に明るい物]。 

e) 測距点巨!]の内側に繰り返しの縦線や横線び存在する場合。 

f) 遠近のものび測距点 [EE の内側で同時に存在する場合。 

f) については、合焦マーク®び出ていてち、写したい物にピント 
び合わないことがあ0ますのでごを意 < ださし、。 

アクセヴ IJ — のま意 


特殊なフィルターや「マジックイメージアタッチ方ント」-「ステレオ 
アダプター」などを使った場合、オートフオーカスやファインダー内の 
含焦マーク S を利用した手動ピント合わせびできません。目4ページの 
手順に従って、ファインダー内のマット面で手動ピント含わせをしてく 
ださい。 



W ピントををねせまず 


扁巧フイルターについて 


オートフォーカス機構の一部に八ーフミラーを使用していますので、一 
般の偏光フィルターを使ラとオートフォーカスの精度び低下します。才 
ートフォーカスで使巧するとさには円偏光フィルターをご利巧ください。 
また、露出の精度ち低下しますので、円偏光フィルターの使用をお勧め 
します。 



巧蔵ストロボについて 


才ートポップアップ 


日音い場所での撮霞や逆光など、スト□ボの使用び必要な場合、内蔵スト 
ロボび自動的に上び0ます。 

?スト □ ボが必要なときはシャツ 
ターボタンを半巧しずると自動 
的に上びりまず。 

電源をオフにすると、自動的に収納さ 
れます。 

と充電び終わると、表示バネルと 
フアインダー内に m び表示され 
まず。 


必)メモ 

• 電源を OFF にしたときな列スト□ボは自動的には下びりません。収納ずるときは、 
上部を指で押して収納して < ださい。 

.スト□ボびお要な条件では、内蔵ストロボの撮霞巧能距離より写ずちのび遠い場 
合や近い場合ち、ストロボび上びりますので十分ごを意ください。撮誇巧能距離 
については、106ページをご覽< ださい。 

.スト□ボび必要な条件では、スト□ボ撮該に不適切なレンズ使用の場合も、スト 
□ボび上びりますので十分ご注意ください。不適切レンズについては、]]1ペー 
ジをご覧ください。 

• レンズフードは、スト□ボの光を遮りますので使わないでください。 

•スト□ボを連続して使ラと、電池び多少温か<なることびありますび、異常では 
おじません。 

•スト□ボ充電中はシャッターはきれません。ただし、カスタムフアンクションで、 
充電中でちシャッターびをれるよラに設定することびでをます。カスタムフアン 
クションの設定につい口ま134、 ] 38ベージをご覧ください。 







内蔵ストロボについて 


発が方式を設定する 



啸目軽減) 


強制発光 


バイストドシンク□発光 


^ メモ 

•オートポップアップあり [M] 表示び選択でさるのは、露出モードびオートピ 
クチャー、またはピクチャーモードの場合だけです。 [66 ページ] 

•スト□ボび上びっている状態で、オートポップアップなし [M 表おなし]び選 
おされると、強制発光になり、常にスト□ボび発光します。外付けスト□ボでち 
同様です。 

• 表示パネルにび表示されているとさだけスト□ボは自動的に上びります。ま 
た、スト□ボび上びった後でち、必要なとをだけスト□ボび発光します。（ストロ 
ボ自動発光） 

•冉 E □ック中はオートポップアップは働をません。 

•外付けスト□ボでも同様に、表示中であれば、スト□ボ自動発光になります。 
従って、写すものび明るいと発光しませんので、曰中シンク□撮影ではご注意く 
ださい。 

• 外付けスト□ボを取り付けた状態では、表示パネルに[■び表示されていても内 
蔵スト□ボは自動的に上がりません。 

•発光禁止[皿表示]では、内蔵スト□ボは上びりません。また、上がっている 
ときにでも発光しません。外付けスト□ボでち同様に発光はしません。 










ホ目趕減機能について 


この力;<ラには、スト□ボ2度発光による赤目軽減機能げ付いています。 
表示パネルに®び表示されている場含、シャッターびきれる直前にル 
光量のスト□ボ発光び行われ、瞳径をかさくしてか5スト n ボ撮影をす 
るので目び赤<写るのを目立たな<でさます。 

应メモ 

• 内蔵スト□ボの赤目軽減機能と AF 已〇 OFTZ や冉 F3 巨 OFGZ のスレープ機能やワイ 
ヤレス機能を組み合わせると、1度目のル発光でが付けスト□ボび発光してしま 
いますので、スレーブ使用時は赤目軽減機能は使わないでください。 

• 外付けスト□ボのみを使用しているとをち、ストロボ2度発光による赤目軽減機 
能び働さます。詳しくは123ページをご覧ください。 


ホ目現象とは 


一般に「赤目現象」といわれ、暗い中で人物のスト□ボ撮影を行なった 
ときに、目び赤く写る現象です。これは、スト n ボの光げ目の網膜に反 
射するために起こる現象と言われています。赤目を完全に防ぐことはで 
きませんび、できるだけ周0を明るくして撮影するか、ズームレンズを 
使用している場合にはに角側にして近距離で撮影するなどの方法を利用 
すると軽減することびできます。外付けのスト□ボをご使巧のときは、 
スト□ボをでさるだけ力;< ラか5離すと効果びあります。 



内蔵ストロボについて 


才ートピクチャーとピクチャーモードのスト□ボ撮影巧能 
距離 


スト□ボ撮影でをる距離は、使用するレンズによっても異なりますび、 

被写体との距離約4^ー トル料巧を目安としてご使巧ください。（フィル 

ム感度びに日40日の場合） 

必1メモ 

•スト□ボで撮影できる最短距離は、開放絞り値の暗いレンズを使巧してち、約 
0.7 m より近距離にはなりません。 0.7m より近距離で撮影すると露出び正しく制 
御されません。また、ケラレなどび発生しますのでご注意ください。 

• 使用絞りからストロボ撮影の巧能距離を計算する方法は、]] 3ページをご覧くだ 
さい。 

•オートフオーカスを冉 F.S (シングル）に設定している場含、被写体び暗い状態で 
はピントの調整びでをません。このときは内蔵スト□ボを上ばてください。シャ 
ッターボタンを半押しにしたり、 AF ボタンを押すと、ピント調整のため内蔵ス 
卜□ボび連続発光します。 （AF 補助光)。 ARi 助光の有効範囲は、 ] 〜已 m を目安 
にして < ださい。 



手動でストロボを上げます 


?ストロボボタンを巧して、スト 
□ボを上げまず。 

スト □ ボび跳ね上びり、スト □ ボの巧 
電び開始します。 

么充電びおわると、表示バネルと 
ファインダー内に m が表示さ 
れまず。 


0 スト□ボモードボタンを巧して、 
スト□ボの発光ち式を選びまず 
[ 104ぺージ]。 




4 シャツターボタンを巧し&んでスト□ボ撮該をしまず。 

5収納ずるときは、図の部分を巧 
し下げてください。 

電源をオフにすると、自動的に収納さ 
れます。 











手勘でス トロボを上げます 


^ メモ 

• 表示パネルに厘]が表示されているときには、スト□ボボタンを巧してもストロ 
ボは上びりません。 

•内蔵スト□ボ充電中はシャッターはきれません。ただし、カスタムファンクシヨ 
ンで充電中でもシャッターびきれるよラに設定できます。カスタムファンクシヨ 
ンの設定については134、 ] 38ページをご覧< ださい。 

•の蔵スト□ボを連続して使ラと、電池び多少湿かくなることびありますび、異常 
ではありません。 

•外付スト□ボを取り付けた状態で、スト□ボボタンは巧さないで<ださい。外付 
けスト□ボに接輔します。同時に使用する場合の接続方法については、]24ペー 
ジをご覧ください。 

• レンズフードは、ストロボの光を遮りますので使わないでください。 

•スト□ボボタン巧り日を押すと、常にスト□ボが光る強制発光になります。 


曰中シンク□について 


昼間の明るいときでも、帽子などで人物の顔び陰になってしまうような 
場合に、内蔵スト□ボを利用すると陰の取れたきれいな写真び撮れます。 
日中シンク□のやり方は、一般のスト□ボ撮影と同じですか5、そのま 
まシャッターボタンを押すだけで簡単にでさます。 

撮影の方法 

1 . スト n ボボタンを巧します。 

2. スト n ボモードび強制発光になっていることを確認します。 

3. スト n ボの充電完了を確認します。 

4. 撮影します。 

必)メモ 

• 背景び明るい場合には、露出オーバーになることびあります。 

•日中シンク□を行なラ場合、スト□ボモードボタン田を巧して、表示パネル 
の^表示を消してから撮影してください。表示び出たままで撮影すると 
スト□ボび発光しないことびあります。 




ス トロボお勧めマークについて 


1 暗い場合やを光のとをは、表示 
) (ネルとフアインダー内の OD が 
点滅し、スト□ボの使用をお勧 
めしまず。 


め)メモ 

• 露出モードびシャッター優先自動露出-マニュアル露出では逆光の場合にの 
み、び点滅します。 

• 充電完了と同時に田は点灯になります。 

•バルプ撮影では、 m は表示されません。 





不適切レンズの警告表示 



• 内蔵スト□ボの適-不適レンズについては、] ] 4ページをご覧ください。 

•警告び出た状態で撮影すると、画面の四隅び暗くなるケラレび出たり、画面下部 
に半円形のケラレび出ますのでご注意<ださい。 

• FA J • FA • F レンズ •Ul 外では、警告表示は出ません。 

• 警告び出る条件でを、オートポップアップ機能は働をますのでご注意ください。 





内蔵ストロボについて、ちつと知りたい方へ 


才ートピクチャーとピクチヤーモードをほラ 


■周 D の日月るさに合わせて、シャッター速度と絞 D び自動的に変化し 
ます。 

.シャ ッター速度は、1/12已秒か S 低ま側は手ぶれをしないシャッタ 
一速度まで自動的に変化しまず。なお、シャッター速度の低速限界は 
ご使用レンズの焦点距副によって変化します。夜景モード門口では低 
速限界は1秒になります。 FA J • FA • F レンズ lil 外のレンズを使用し 
たとき、あるいは動体モード困では1/12己秒固定になりまず。 

シャツター優巧自動露出を使ラ 


-動をのある物を写すとさに、ぶれの効果を変えてスト□ボ撮霞びでを 
ます。 

-1/I2已秒 L ソ下のシャッター速度を自由に還んでスト□ボ撮霞びで舌 
ます。 

-周 D の明るさに合わせて自動的に絞 D 値び変化します。 

絞り優巧自動露出を巧う 


•ピントの合5範囲[被写界深度]を変えて撮霞したいときや、より遠 
くの物を写したいとさなどに、絞りを自由に変えてスト□ボ撮霞びで 
さます。 

-周0の明るさに合わせて自動的にシャッター速度び変化しまず。 

.シャ ッター速度は1/12已秒か5低速側は手ぶれをしないシャッター 
速度まで自動的に変化します。なお、シャッターま度のほま限界はご 
使用レンズの焦点距離によって変化します。 

■ FA J • FA • F レンズ1<ソかのレンズを使用した場合は、1/12已秒固定 
になります。 





マニュアル露出を使う 


- ]/] 2己秒 UTF のシャッター速度と絞0を自由に組み合わせて、スト 
n ボ撮影ができますので、背景の明るさを自由に変えてのスト□ボ撮 
影などびでさます。 


使用絞0か6撮影距謎を計算する 


遠距離側の目まガイドナンバー-使用絞0 
近距離側の目安遠距離側目安子曰[ミ主] 


ただし、 0.7ml；rF の距離では使えません。 0.7m よ0近距離で撮影する 
と、スト n ボ光のムラやケラレおよび麗出才ーバーの原因となります。 

ミま：割0算で使巧した数値の「巳」は、このカメラの内蔵スト□ポを単独 
で使用した場含にのみ適用される数値です。 

なお、ガイドナンバーは使用するフイルム感度 [IS 日]によ0下の表の 
よラになります。 


IS 02 己^己.已 

ISO 200一]己.已 

に0已〇一 7.8 

ISO 400一 22 

ISO 100-1 1 



ここで IS 日10日のフィルムを絞り F2.8 で使ラとをの例をあげます。 
ガイドナンバー (11) -F2.8 = 3.9m 
3.9~^已=日. 8m 

従って、約 0.8m か 53.9m の範囲でスト□ボび使えます。 





内蔵ストロボについて 、をコとがりたり方へ 


撮影距離か6巧用絞0を計算する 

ガイドナンバー-撮影距離=使用絞0 

計算で出た数字び「3」のよラにレンズの絞0値にない値になったとさは、 
一般的に数字の小さい方に. 8] にします。 

FA J • FA • F レンズの内蔵ストロボ適合表 


[〇は使用可、Xのレンズではケラレび発生します] 
いずれちフードなしでの評価です。 


レンズ名 

適合 

F ズーム17〜 28 mm F 3.巳〜4.已 

X 

F A スーム20〜3已 mm F 4 AL 

焦点距離 28 mm 未満ではケラレび発生すること 
びあ D ます。 

FA ズーム24〜日 0 mmF 3 .巳〜4.已 AL (1 F ) 

^焦点距離3已 mm 未満と、3己 mm で撮影距離び 

1 m じ TF ではケラレび発生することびあります。 

F A ズーム28〜7日 mm F 4 AL 

〇 

F A * ブーム28〜 70 mm F 2.扫 AL 

X 

F A J ズーム28〜 80 mm F 瓦己〜己.巨 

焦点距離び吕 8 mm 側で、表示バネルとファイン 
〇ブーのに > 点滅による警告表示び出ますび、ケ 
ラレは発生しません。 

F A ズーム28〜8日 mm F 3 .巳〜巳.巨 

焦点距鄙び28〜3己 mm で撮影距離び 3 m しソ下 

A と、 35 mm で撮影距離び Im じ TF ではケラレび 
発生することびあ D ます。 

F A ズーム28〜日 0 mm F 3 .已〜巳.巨 

焦点距離び 28 mm 側で、表示パネルとファイン 
〇ダーのに > 点おによる警告表示が出ますび、ケ 
ラレは発生しません。 

F A ズーム28〜10已 mm F 4 〜已.日 

焦点距離び28〜3己 mm と、3己 mm で撮影距離 

A び1.己 m じ TF では、ケラレび発生することびあ D 
ます。 

FA ズーム28〜10已 mmF 4 〜已 .6 (1 F ) 

A 焦点距離び 40 mm しソ下ではケラレび発生するこ 
とび友 D ます。 

F 冉ズーム28〜10巳 mmF 3.2 〜 4. 己 AL (1 F ) 

〇 

F A ズーム28〜200 mm F 3.8 〜己日 AL ( IF ) 

L 焦点距離び 70 mm しソ下ではケラレび発生するこ 
とび友 D ます。 

F A ズーム3已〜 80 mm F 4 〜已.日 

〇 

F A ズーム70〜200 mm F 4 〜已.目 

〇 






レンズ名 

適合 

FA J ブーム7己〜300 mm F 4 .已〜己.8 

O 

F A ★ズーム80〜200 mm F 2'8 ED ( IF ) 

焦点距離び 8 日〜 90 mm ではケラレび発生す 

A ることびあ0ます。 

F A ズーム80〜320 mm F 4 .已〜已.日 

〇 

F A スーム80〜200 mm F 4.7 〜已.日 

〇 

F ■ FA ズーム1日日〜300 mm F 4 .已〜已 .6 

〇 

F A ★ズーム2己〇〜日 OOmm F 已 .6 ED ( IF ) 

X 

F A 20 mmF 2.8 

X 

F A *24 mmF 2 AL ( IF ) 

X 

F A 28 mmF 2.8 AL 

〇 

F A 31 mm FI.SAL Limited 

〇 

F A 3 已 mmF 2 AL 

〇 

FA 43 mmF 1.9 Limited 

〇 

FA 已 0 mm FI .4 

〇 

FA 已 OmmFl .7 

〇 

FA 77 mmF 1.8 Limited 

〇 

FA ★扫己 mmF 1.4 ED ( IF ) 

〇 

FA 13 已 mmF 2.8( IF ) 

〇 

F A * 200 mmF 2.8 ED ( IF ) 

〇 

F A *300 mmF 2.8 ED ( IF ) 

X 

F A * 300 mmF 4 .已 ED ( IF ) 

X 

F AMOOmmFB . eED ( IF ) 

0 

F A *600 mm 4 ED ( IF ) 

X 

F A マク□已 0 mm F 2.8 

〇 

FA マク alOOSU F 2.8 

〇 

FA マク alOOSU F 3 .已 

〇 

FA ★マク □200 mmF 4 ED (1 F ) 

〇 

FA ソフト 28 mmF 2.8 

〇 

F A ソフト 8 已 mm F 2.8 

〇 



かがけストロボの使用について 


カメラの内蔵スト□ボで光量が不足するとをは、別売りの外付けスト n 
ボを利巧して < ださい。 

ただし、ご使巧の外付けスト n ボによ0使巧できる機能び異なりますの 
で、の説明を参照の上ご使用ください。 

スト□ボの機能一覧 

内蔵スト□ボと別売りのが付けスト□ボで使用可能な機能について説明 
します。ご使巧のスト□ボの機種を確認の上ご使用くださし、。 


カメラの機能 

冉 

巨 

C 

D 

E 

赤目輕減機能び使用できる 

〇 

〇 

X 

ぴ1 

X 

スト□ボ自動発光びでさる 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スト□ボ充電完了で、スト□ボの同調速度に 
自動的に切 0 替わる 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

才ートピクチャー、ピクチャー、シャッター 
優先自動露出では絞りび自動セットされる 

〇 

〇 

〇 

〇 が 

び吕 

ファインダー■内でオートチェックできる 

X 

〇 

〇 

X 

X 

P-TTL 才ートストロボ撮影びできる 防 P .] ]8 

X 

ぴ3 

X 

X 

X 

TTL オートスト□ボ撮影びできる 

〇 

〇 

〇 

ぴ4 

X 

1を速シンクロ撮影びできる 屈 P .83 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ARi 助光び使用でさる 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

樓幕シンクロ撮影びでさる# 5 

〇が 

〇 

〇 

X 

X 

光量比制卸モードで撮影びでさる^ 

X 

〇 

X 

X 

X 

スレーブ機能び働く 

X 

〇 

X 

X 

X 

マルチスト□ボび働く 

X 

び7 

X 

X 

X 

ミ イスピードシンク□で撮影びでさる 

X 

ぴ8 

X 

X 

X 

ワイヤレスで撮影びでさる 

X 

〇 

X 

X 

X 



A :内蔵ス ト□ボ 

巨： AF 360 FGZ 、 AF 已〇 OFTZ 、 AF 330 FTZ 
C : AF 400 FTZ 、 AF 240 FT 

D : AF 400 T 、 AF 280 T 、 AF 200 T 、 AF 080 C 、 AF 140 C 、 
AF 200 SA 

E : AF 2 日 0 S 、 AF 1 日0、 AF 140 

*] : AF 280 T 、 冉 F 40 0 T で、ファインダーオートチェックを OFF にし、 TTL 才 
ートに設定した場合のみ使用で去ます。 

*2 :D CAF 20 OS 冉を除く）のストロボで 、 MS (マニュアルシンク □)、 M ( マ 
ニュアル）で使用するとをや E のスト□ボを使用するとをは、絞り優先自動 
露出またはマニュアル露出、バルプで撮影してください。ピクチャーモード 
やシャッター優先自動露出では、絞り値び変化しますので使巧できません。 
*3 : AF 360 FGZ で、 FA 」 ■ F 冉 • F • 冉レンズを使用した場合のみ。 

*4 : AF 200 SA では、 TTL 才ートスト□ボ撮影でさません。 

* 己：シャッター速度は、 ]/ 已〇秒じ(下になります。 

*6 :己または C のスト□ボと組み合わせて後幕シンク□び巧能です。 

ホ7 : AF 330 FTZ 、 冉 F 360 FGZ は不可。 

ネ8 : AF 330 FTZ 、 AF 己00 FTZ は不可。 




が付けストロボの使用について 


P - TT し才ートで使ラ 


AF36 日 FGZ と組み含わせた場合、 P-TTL オートにすると、撮影直前に 
スト□ボをプ U 発光させ、1目分割で測光するため、より正確な制御び巧 
能です。ワイヤレスでち P-TTL オートが巧能です。 

1 . カメラのホットシューに付いているカバーをがし、スト□ボを取0付 
けます。 

2. スト□ボの電源を入れます。 

3. 発光モードを P-TTL オートにします。 

4. スト□ボの充電完了を確認し、撮影します。 

^ メモ 

• P-TTL 才ートは AF 360 FG 之との組み合わせでのみち効です。 AF 3 已 OFGZL ^ が 
のストロボでは、 TTL オートになります。 

•スト□ボの充電び完了すると、ファインダー内の m も点なします。 

• 操作のしかたや撮影できる距離など詳しい内容については、外付けストロボの説 
明書をご覧ください。 

•表示パネルに!■び表示中であれば、スト□ボ自動発光になります。従って、写 
すをのび巧るいと発光しませんので、曰中シンク□撮影ではご注意ください。 
•外付スト□ボを取り付けた状態で、スト□ボボタンは巧さないでください。外付 
けストロボに接輔します。同時に使用する場合は、 ] 24ページの方法で接続して 
<ださい。 



八イスピードシンク□モードで使う 


AF3 目日 FGZ を使巧することで、1/12已秒より速いシャッター速度でち、 
スト□ボを発光して撮影することびでさます。八イスピードシンク□は、 
スト□ボを力方ラに取り付けてち、ワイヤレスでち使用でさます。 

♦スト□ボをカメラに取り付けて撮影する場合 

1 . 力^ラのホットシューに付いているカバーを外し、スト n ボを取0付 
けます。 

2. モードダイヤルを回して、露出モードをオートピクチャー、ピクチャ 
ーモード政外にします。 

3. スト n ボの電源を入れます。 

4. スト n ボのシンク n モードを HS (八イスピードシンク □) にします。 
已.スト n ボの充電完了を確認し、撮影します。 

^ メモ 

•スト□ボの充電び完了すると、ファインダー巧の田ち点灯します。 

• シャッター速度び1 /] 2已砂を超えた焉合のみ； V イスピードシンク□モードになり 
まず。 

• 露出モードびオートピクチャー、ピクチャーモードでは A イスピードシンク□は 
でをません。 


が付けストロボの使用について 



♦スト n ボをワイヤレスで撮影する場含 

1 . スト□ボを発光させたい位置に固定します。 

2. スト□ボの電源スイッチを rw 旧 ELESS」 にします。 

3. スト□ボのワイヤレスモードを S (スレーブ）にします。 


4. 

己. 


スト□ボボタンを押して内蔵スト□ボび使用できる状態にします。 


表示させます。 



^ メモ 

• 内蔵ストロボの充電び完了すると、ファインダー内の田ち点灯します。 

• シャツター速度び1/12己秒を超えた場をのみ八イスピードシンク□モードになり 
ます。 



ワイヤ レスモー ドでほラ 


AF3 巨 OFGZ を使用することで、カメラとスト□ボをコードで接続しな 
いでスト□ボ撮影することびでをます。八イスピードシンク□の機能は、 
ワイヤレスでち使用でをます。 

1 . スト□ボを発光させたい位置に固定します。 

2. スト□ボの電源スイッチを 「W 旧 ELES 引にします。 

3. スト□ボのワイヤレスモードを S (スレーブ）にします。 

4. スト□ボボタンを巧して内蔵スト□ボび使用できる状態にします。 

巳.スト□ボモードボタンを押して [1] を 



め)メモ 

• 内蔵ストロボの充電び完了すると、ファインダー内の m 右点なしまず。 

• 内蔵スト□ボのをわりに、 AF 3 巳 OFGZ をカメラに直接取り付けてもワイヤレス 
モードび有効になります。 



が付けストロボの使用について 


ワイヤレススト□ボ制御について （ P - TTL 撮該） 

AF 3 目日 FGZ をワイヤレスで使巧するときには、スト□ポび発光される 
までに内蔵スト□ボと AF 3 目日 FGZ 間でし处下のような情報伝達び行なわ 
れています。 

1 . シャッターボタンを押しさる 

2. 内蔵スト□ボびル光量発光（力^ラ側の発光モードを伝達） 

3. が付けスト□ボびル光量発光（被写体の状態を確認） 

4. 内蔵スト□ボびル光量発光（発光量を外付けスト□ポに伝達） 

《HS (八イスピードシンク □) び設定されている場合は、発光時間 

を伝達するためにこの後内蔵スト□ボびもう一度ル発光します。 

己.外付けスト□ボび本発光 

^ メモ 

• カスタムフアンクシヨンで内蔵スト□ボをが付けスト□ボへの情報伝達用として 
だけ使ラか、露出に影響を与える発光をするかを設定できます。カスタムフアン 
クシヨンの設定については、134、139ぺージをご覧ください。 

ワイヤレススト□ボ制御のチャンネル設定について 

ワイヤレス制御を巧う場を、政下の方法で AF 3 目日 FGZ のチャンネル 
(例: CH 1) を合わせる必要びあります。 

AF 3 目日 FGZ を力方ラに取り付け、力^ラの電源を入れた後にシャッタ 
ー ボタンを半押しにすると、 AF 3 目 OFGZ のチャンネルび力方ラ側に設 
定されます。 

向メモ 

•スト□ボモードで W または阿 HS| を設定したときに、現在のチヤンネルび約10 
砂間表示されます。 


ホ目趕減機能について 

内蔵スト□ボ同様、外付けスト n ボでも赤目軽減機能びお使いいただけ 
ます。スト□ボの種類によってご使用いただけない場をや使巧条件びあ 
0ますので、 1] 目、 ] 17ページの一賣表をご覧ください。 

を幕シンク□について_ 

内蔵スト□ボと後幕シンク□機能を備えた外付けスト□ボを組みをわせ 
て同時に使用した場合、が付けスト□ボび後幕シンク□に設定されてい 
れば、内蔵スト□ボも後幕シンク n になります。撮影時は、各スト□ボ 
の充電の完了を確認してか5シャッターをさってください。 

内蔵ストロボとか f 寸けストロボの同時使用方法 


次ページの[図 1] のよラに力方ラのホットシュー部分に別売0のホットシ 
ューアダプター Fg を、外付けスト□ボの下に別売0のオフカ;<ラシュー 
アダプタ ー F を付け、延長コード F 已 P で接続します。オフカ;<ラシュー 
アダプター F の下には三脚取0付け巧のねじびありますので、三脚に固定 
することびできます。ただし、 AF 40 0 T は 4 P シンク n コード巨び内蔵ス 
卜 n ボに当たってしまいますので、同時に使用することはできません。 

ストロボのを好撮影 

2個政上の外付けスト□ポを同時に使用する場合は、]1目ページのスト 
□ボ機能一覧表の同じタイプどうしを組み合わせるか、巨と C あるいは D 
と E の組み合わせでお使いください。内蔵スト n ボは、どのタイプとでも 
組み合わせ可能です。つなぎ方は次ページの[図 2] のよラに、外付けスト 
□ボとホットシューアダプタ ー F にオフカメラシューアダプター F を付け、 
ち)ラー方の外付けスト□ボに付けたオフカ^ラシューアダプタ ー F と、延 
長コード F 己 P で接続します。 





が付けストロボの使用について 


[図1 ] 巧蔵スト□ボと組み合わせて使巧する場合 



[図2]2個！;(上の外付けスト□ボを組み合わせて使巧する場合 


ホットシュー ホットシュー オフカメラ 



^ メモ 

•冉 F 已〇 OFTZ では、オフカラシューアダプタ ー F を使用しなくても、直接延長コ 
ード F 己 P をつなぐことびでをます。 


巧■比制御シンク□撮影 


夕+付けスト□ボ [AF330FTZ または AF 已日日 FTZ、AF360FGZ] どラ 
しを組み合わせるか、外付けスト n ボと内蔵スト□ボと組み合わせるこ 
とで、2つのスト□ボの光量の違いを利巧した増な撮影[光量比制御シン 
ク n 撮影]びでさます。 

1 . ] 24ページの方まで、が付けスト□ボを力^ラか5離して接続しま 
す。 

2. AF3 日日 FGZ、AF33 日 FTZ または AF 已〇日 FTZ のシンク n モードを 
光量比制御モードにします。 

3. 外付けスト□ボと内蔵スト□ボのスト□ボの充電完了を確認してか5 
撮影してください。 

^ メモ 

•光量の比率は、が付けスト□ボどラしの場を、光量比制御に設定しているスト □ 
ボ2に対して、それ U (列•のスト□ボ1、が付けスト□ボと内蔵スト□ボの場合は、 
内蔵スト□ボび]に対してが付けスト□ボは2になります。 

•ホットシユーグI」ップなど接点数の異なるアクセサ U —を組み合わせると、誤動 
作の原因となりまずので、使巧しないで<ださい。 

• 光量比制御シンク□撮影では、シャッター速度の上限は]/60秒になります。 
•他社製スト□ボを組み合わせると、故障の原因になる場合びあります。ペンタッ 
クス専巧オートスト□ボの使巧をお勧めします。 


DX でないフイルム使用時の感度設定方法 


この力方ラでは、フィルムを力方ラに入れたときに、自動的にフィルム 
感度び設定されますび、一部の DX でないフィルムを使ラ場合は、下記の 
方法でフィルム感度を設定してくださし、。 


1 モードダイヤルを回して區◎の位 
置に合わせまず。 


么セレクトダイヤルを回してフイ 
ルム感度を変えまず。 



。モ—ドダイヤルを動かして區国 HMBU [■如 L ソタ1•の位置に戻 
しまず。 

め) メモ 

•数字をルさいちへを化させたいときは、セレクトダイヤルを左に、大きいちへを 
化させたいとさは、ちに回してください。 

.モード ダイヤルを厘国因!] (SIS に合わせたままでは、シャッターびをれま 
せん。 

• DX の感度と違うフイルム感度を設定したときには、撮影モードに切り替えても、 
表示ノ くネルに@表示び出ます。 






専用アクセサ u —について 


本磯には、次のような各種専用アクセヴ U —び巧意されています。アク 
セサ U —の詳細については、当社お客様窓□にお問いをわせ<ださい。 

単3バッテリーグリップ BG -20 _ 

単3形アルカ U 電池を使用するためのバッテ U —グ U ップ。操作性を重視 
し、縦イ立置撮影のためのシャッターボタンや AE □ックボタンを配備。 



撮影可能フイルム本数 



フイ J レム本数 (使用温度 20 で） 

—般撮影 

約7己本 

ストロボ撮影（使用率已□%) 

約30本 

スト□ボ撮影（使用率] 00%) 

約20本 

バルブ露出時間 

約12時間 


※バッテ U —グ U ップに使用するアルカリ電池は、寒冷地などの低湿下では性能び 
低下します。 

低温下では、できるだけバッテ U —グ U ップをがしてのご使巧をお勧めします。 


ケーブルスイッチ 


ケーブルスイツチ CS -20 已 

レリーズコードでず。コードの長さは0.已 m でず。 




専用アクセサ u — にごいて 


スト□ボ閲連 


才ートストロボ AF 3 B 0 FGZ 

ガイドナンパーび最大3目 ( IS 0100 - m ) のオートスト n ボ。スレーブ 
機能や光量比制御モード、外光オート、八イスピードシンク□撮影、ワ 
イヤレス撮影、先幕-後幕シンク n 撮影などび可能。 



才ートスト□ホ AF 己00 FTZ 

ガイドナンバーび最大日0 ( IS 0100 - m ) の AF スポットビーム内蔵才 
ートスト□ボ。スレーブ機能、マルチ発光、光量比制御モードや先幕- 
後幕シンク□撮影などび可能。 


マク□ストロボ AF 140 C 

ガイドナンバー14の接写巧スト n ボ。 

オフカメラシューク y ップ CL — 10 

AF 3 目日 FGZ などをカメラか5離して使巧するとをのセッティング巧ク 
リップ。 

ホットシューアダプタ ー Fg 、 延長コード F 5 P 、 オフカメラシューア 
ダプタ ー F 

列付けスト□ボを力方ラか5離して使用するとさのアダプターと接続コ 
ード。 



巧度調壁レンズアダプタ ー M 

視度を調整するためのアクセサリーです。ファインダーの接眼部に取0 
付けて使巧します。 

視度調節レンズアダプター M は、一己〜十 3m-i (毎メートル）までの S 
種類ございますので、ご自分の視力に合った視度調整レンズアダプター 
をお使いください。 

ファインダー/レンズ関連 


マグニフアイヤ ー FB 

ファインダー中央部を拡大してみるアクセサ U —。 


レフコンバータ ー A 

ファインダーを見る角度を9日度間隔に変えることびでさるアクセヴ U 
一。 倍率は1倍と2倍に切0誓えることげでさます。 

必)メモ 

取り付け時、力分ラの裏ぶたの開閉を行なラと、レフコンバーター A と接輔するこ 
とびあります。裏ぶた開閉時は、レフコンバーター A をがしてください。 

フイルター 

スカイライト-曇天巧 • UV • Y2 •日2 • R2 ‘ 円偏光びあります。フイ 
ルター径は、4目 mm、 已 2mm、 日 8mm、 日 7mm、77mm の己種類です。 

曲メモ 

• ホットシュー部分に付いているホットシューカバーは、*么がと M 之一し 
MZ -30 および MZ -7 専用品です。他の機種のものを使用すると、スト□ボの 
オートポップアップび働かなくなります。 


専用アクセサ u — にごいて 


カメラケース 


ソフトケース CF -12 



• じ(下のアクセサリーは、力^ラの同捆品と同じちのです。 

アイカップ Fm 



カメラストラップ Fm 




その他について 







フアンクシヨンキーの操作 
け D スタムフアンクシヨン 1 

このカメラには、使用目的に合わせてカメラの各機能を設定できる17種 
類のカスタムフアンクシヨン機能びあります。 


No . 

設定内容 

参照ページ 

露出に関する設定 

阳=1] 

オー ト ブラケツト撮影の順序を設定する 

[13 巨ページ] 

[ CF 2] 

オー ト ブラケツト撮影棲の状態を設定する 

[137 ページ] 

に F 3] 

測距点と露出合わせの関連付けを設定する 

[137 ページ] 

[ CF 4] 

冉 E □ツクボタンを巧したときの機能を設定する 

[137 ページ] 

に F 引 

フイ J レム感度の設定ち法を設定する 

[138 ページ] 

才ートフォーカスに関ずる設定 

[ CF 6] 

測距点のスー>^ くーインポーズ表示の有無を設定する 

[138 ページ] 

スト□ボに関する設定 

[ CF 7] 

内蔵スト□ボ充電中のレ U —ズ状態を設定ずる 

[138 ページ] 

に切 

ワイヤレス設定時の内蔵スト□ボの発光が態を設定する 

[139 ページ] 

[ CF 9] 

ワイヤレス設定時のスト□ボボタンの機能を設定する 

[139 ページ] 

フイルム卷き戻しに関ずる設定 

に F 1 日] 

フイ J レムの巻を戻しち法を設定する 

[139 ページ] 

に Fll ] 

フイ J レムの巻を戻し状態を設定する 

[140ページ] 

セルフタイマーに関する設定 

に F 12] 

セルフタイマーの作動時間を設定する 

[140ページ] 

リモコンに関する設定 

に F 13] 

リモコン操作でシャッターびをれるまでの時間を設定する 

[140ページ] 

に F 14] 

1」モコン操作でのピント合わせの有無を設定する 

[14] ページ] 











フアンクシヨンキーの操巧 I カスタムフアンクシヨン1 


基本操作について 


カスタムファンクシヨン機能を設定するとさの基本操作について説日月し 
ます。 










必)メモ 

•画面の設定内容は、ファンクション No. に F 到（オートブラケット撮影の状態を 
設定する項目）を還おし、「2」（オートブラケット撮影を続行）を選択していま 
す。 


4 


モードダイヤルを回して E 1 SE 3 
因)]區国むがの位置に台わせま 
ず。 











フアンクシヨンキーの操作 I カスタムフアンクシヨン 1 


設定をすべて初期が態に戻すには 

設定したカスタムファンクション機能をすべて初期状態（設定番号 1) に 
戻すには、の操作にしたびってください。 

1. モードダイヤルを回して SEMI にをわせます。 

2. AED ックボタンを2秒！; LL 押し続ける ( - 

と、表示パネルにに鬥とに L ] び 
表示され、設定したカスタムファンク 
ション機能びすべて初期状態に戻りま 
す。 

3. モードダイヤルを回して西邸 E1 因团 L 
區固し分外の位置に合わせます。 


カスタムフアンクシヨン機能を設定する 


カスタムファンクション No. 順に、各機能項目と設定内容について説明し 
ます。 

カスタムファンクション No. の表示ち法や設定番号の表示番号について 
は、134ページをご賣ください。 

[ CF 1] 才ートブラケット撮暴時の撮該順巧を設定しまず 

◎ファンクション No. : [CF1] 

◎設定番号 

[1] :適正 ー アンダー ー オーバー 
に]:アンダー ー 適正 ー オーバー 
[3] : オーバーー 適正 ー アンダー 



广 C 1 « 1 

しわ、:,'1 1 



©■-み?。ミ、■■あ 



■j 



び CL 








[ CF 2] 才ートブラケット撮影をのが態を設定します 


◎フアンクシヨン N 日.： [CF2] 
◎設定番号 

[1] :オートブラケツト撮影の解除 
に]:オートブラケット撮影を続行 



に F 3] 測距点と露出合わせの関連付けを設定します 

分割測光を設定しているときに、ピント調 
整した測距点に応じて露出を自動調整する 
かどラかを設定します。 

◎フアンクシヨン No.: [CF3] 

◎設定番号 
[1] :しない 
に]:する 



[ CF 4] AE □ツクポタンを巧したとまの機能を設定しまず 

◎フアンクシヨン N 日.： [CF4] 

◎設定番号 

[1] : AE □ツクのみを巧なラ 
に]: オー トフ オー カスを行ない、 

AE □ックは行なわない 



び 4 - ; 




纪メモ 

• 「2」を設定するとシャッターボタンを巧しても冉 F は作動しません。 



フアンクシヨンキーの操作 I カスタムフアンクシヨン 1 


[ CF 5] フイルム感度の設定方法を設定しまず 

◎フアン クシ ヨン No . :に F 日] 

◎設定番号 
[1] : DX 自動選択 
に]: DX を自動選択しない 

※任意にフィルム感度を設定して 
ください。 [12 目ページ] 


[ CFB ] 測距点のスーパーインポーズ表示の有無を設定しまず 

◎フアン クシ ヨン No . :に F 目] 

◎設定番号 
[1] :表おする 
に]:表のしない 


[ CF 7] 内蔵スト□ボ巧電中のレリーズが態を設定します 

◎フアン クシ ヨン No . :に F 7] r . 

◎設定番号 r 戸 つ_ 

[1] :充電中はシャッターびをれない *■ ’ 

に]:充電中でもシャッターびきれる 






に F 8] ワイヤレス設定時の内蔵スト□ボの発光げ態を設定します 

AF360FGZ でワイヤレスモード設定時、内蔵スト□ボをスト □ ボとし 
て発光させるか、ワイヤレス用のコント□ーラーとして発光させるかど 
ラかを設定します。 

◎フアンクシヨン N 日.： [CF8] 

◎設定番号 

[1] :内蔵スト□ボをスト□ボとして発 
光する 

に]:内蔵スト□ボをコント□-ラーと 
して発光する 

向メモ 

• 内蔵スト□ボをコントローラーとして使用すると、内蔵スト□ボは露出情報をワ 
イヤレス専庙スト□ボに伝達するだけで、実際に露出に影響を与える発光はしま 
せん。 

[ CF 9] ワイヤレス設定時のスト□ボボタンの機能を設定しまず 

AF3 目 OFGZ でワイヤレスモード設定時、スト□ボボタンを押したとき 
の内蔵スト□ボの機能を設定します。 

◎フアンクシヨン N 日.： [CF9] 

◎設定番号 

[1] :内蔵スト n ボの発光なし 
に]:テスト発光を行なラ （1 回発光） 

[3] :モデリング発光を行なラ（連続発光） 


に F 10] フイルムの巻を戻し方法を設定します 

◎フアン クシ ヨン No .: に F 10] 

◎設定番号 
[1] :自動卷さ戻し 
に]:自動ではきを戻さない 

※巻を戻しボタンを押して巻さ戻 
してください。[已1ページ] 







フアンクシヨンキーの操作 I カスタムフアンクシヨン 1 


に F 11] フイルムの巻き戾しが態を設定しまず 


◎フアンクシヨン No . : [ CF 11] 
◎設定番号 

[1] :完全に巻を込む 
に]:先端を残す 



び；；-; 





、> ! 
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1 



[ CF 12] セルフタイマーの作動時間を設定します 

◎フアン クシ ヨン No . ;に Fia 
◎設定番号 

[1] :12秒後にシャッターびされる 
に]:ミラーアップの状態で2秒後にシ 
ャッターびされる 

向メモ 

•通常の撮影では、シャッターびされる直前にミラーアップします。設定番号に] 
に設定すると、ミラーアップによるぶれを軽減するために、あらかじめミラーを 
アップした状態でシャッターびされまず。ミラーアップで撮影するときは已8ぺ 
ージの手順に従って操作してください。 



び；？-; 



0 



[ CF 13] リモコン操作で シャツ ターがまれるまでの時巧を設定します 

◎フアン クシ ヨン No . : に F 13] 

◎設定番号 

[1] : 3秒後にきれる 
に]:押した直後にきれる 


び'‘3 - 



■ 311 ) 



[ CF 14] リモコン操作でのピント合わせの有無を設定しまず 

◎フアンクシヨン No .: に F 14] 

◎設定番号 

[1] :ピントをわせをしなし、 

に]:ピント合わせをする 

^ メモ 

•設定番号 [2] に設定すると、ピントび合わないとシャッターびをれません。 

に F 15] 表示パネルの照明の点灯方法を設定します 

◎フアンクシヨン No .: に F 1 日] 

◎設定番号 

[1] :電源レバーを应奇にしたとさに点灯 
に]:被写体び暗いときに自動点な 
[3] :点灯しない 


に F 1 巨]モードタイヤルのイルミネーシヨンの点好方法を設ちしまず 

◎フアンクシヨン No .: に F 1 目] 

◎設定番号 
[1] :流れ点好 
に]:点灯しない 






フアンクシヨンキーの操作 I カスタムフアンクシヨン 1 


[ CF 17] レンズ絞り面位置 lit がでのレリーズ許可を設定しまず 

◎フアン クシ ヨン No . :に F 1 乃 
◎設定番号 

[1] :絞り m 位置政外ではシャッター 
びされない 

に]:絞り m 位置 U (外でもシャツター 
びされる 



向メモ 

•設定番号 [2] に設定すると、 F 冉 • F • A レンズの絞りを m 位置切がにした 
り、 m 位置のないレンズを取り付けてを、シャッターびきれるよラになりま 
す。ただし、ち表のよラな制約を受けますので、ご使巧の際はご注意ください。 



使用レンズ 

露出モード 

制約内容 

FA’F.A.M (レンズ 

単体、オート接写1」ン 
グ K などの自動絞り磯 
能のアクセサ U —と組 
み合わせた場合） 

絞0優先自動露出 

絞ひ」ングを操作してち、絞りは開 
放のままで絞られません。レンズ 
の開放絞りに連動してシャッター 
速度は変化しますび、露出の誤差 
び生じることびあります。また、フ 
ァインダー内および表示 J くネルに 
は、絞り表示び [F-] と表示されま 
す。 

FA-F.A.M.S (接写 U 
ング K などの絞り込み 
機能のアクセサリーと 
組み合わせた場合） 

絞0優先自動露出 

設定した絞り値で撮影されます 
び、露出の誤差び生じることびあ 

0ます。また、ファインダー内およ 
び表を J くネルには、絞り表示び 
[F--] と表示されます。 

レフレックスレンズな 

どの手動絞りのレンズ 
(レンズ単体） 

絞0優先自動露出 

FA’F ソフト8日 mm 

FA ソフト 28mm (レ 
ンズ単体） 

絞0優先自動露出 

手動絞りの範囲でのみ、設定した 
絞り値で撮影されますび、露出の 
誤差び生じることびあります。ま 
た、ファインダー内および表示パ 
ネルロま、絞り表示び [F--] と表示 
されます。 

すべてのレンズ 

マニュアル露出 

設定した絞り値とシャッター速度 
で撮影されますび、露出計び働さ 
ませんので、露出の正誤は確認で 
きません。また、ファインダー内お 
よび表示ノ くネルには、絞り表示び 
[F--] と表示されます。 



こんなとまは 7 

修理を依頼される前にわラー度、次の点をお調べください。 


症状 

原因 

処置 

シャッターび切れない。 

表示パネルに表おびで 
なし'!。 

レンズの絞りび m 位置な外に 
なってし'!る。 

絞りを m 位置にしてください。 
[1 巳ぺージ] 

電源び日 F 円こなっている。 

電源を ON にして < ださい。 

に7ページ] 

バッテ U —警告因び点滅して 
いる。 

電池を交換してください。 

に3ページ] 

電池び逆に入っている。 

電池を正しく入れてくださし、。 

に3ページ] 

表示パネルびフィルム感度設定 
の表のなっている。 

表示を撮影モードに切0替えて 
ください。[巨6ページ] 

内蔵スト n ボび充電中である。 

充電されるまで待ってくださし、。 
[1 日3ページ] 

ピントび合わない。 

ピントを合わせたい物[被写体] 
び測距点巨！]の範囲内に入って 
し、なし、。 

写したい物を測距点 FT 巧の内側 
に入れて撮影してください。 

[48 ぺージ] 

写したい物に近づきすぎている。 

写したい物か5離れて < ださい。 
[48 ページ] 

フオーカスモードレバーび画目 
または ARC 1しなっている。 

フォーカスモードレ(-を胃に 
してくださし、。 [43 ぺージ] 

オートフオーカスの苦手な物 

マット部分を利巧して手動での 
ピント合わせをしてください。 

[9 巳ぺージ] 

AEn ックび働かなし1。 

マニュアル PtK や;。レブ撮影では、 
AEn ックびでさない。 

マニュアル露出し:^列のモードに 
してください。 [86 ページ] 

ファインダ-内の]^び 
点滅する。 

撮影する距離び近ずざた0、オー 
トフオーカスの苦手な物などの 
ためピント合わせびでさない。 

マット部分でのピント合わせをご 
利用ください。 

[9 巳ページ] 

内蔵スト n ボび充電し 
なし、。 

バッテ U —警告び点滅して 
し'!る。 

電池を交換してください。 

に3ページ] 

スト n ボボタンを押して 
も内蔵スト n ボび上びら 
なし、。 

表就 ネルに厘]び表おされて 
し'!る。 

表示を厘]位置な外にしてくだ 
さい。 [104 ページ] 







症状 

原因 

処置 

内蔵スト n ボび自動で上 
びらない。 

露出モードびオートピクチャーま 
たはピクチャーモードが外になつ 
てし'!る。 

露出モードをオートピクチャーま 
たはピクチャーモードにしてくだ 
さい。[目6ぺージ] 

専用品な列のホットシューカバ 
一を付けている。 

専用のホットシューカバーを付 
けてください。[12日ページ] 

内蔵スト n ボび上びって 
いるのにスト n ボび光ら 
なし、。 

H び表示されているときは、 
写すわのび明るいとスト□ボは 
発光しません。 

[4 已ぺージ] 

パワースームび動かな 
い。 

このカメラはパワーズームに巧 
応しておりません。 

[18 ぺージ] 

フイルムび終わっても自 
動で巻を房らない 

カスタムフアンクシヨンに F10] 
で設定ま号「2」（自動巻さ戻し 
をしない）び設定されている。 

カスタムフアンクシヨンに F1 日] 
の設定を変えてください。 [139 
ぺージ] 


静電気などの影響により、まれに力;<ラび正しい作動をしなくなること 
びあ0ます。このよラな場合には、一旦電池を入れ直してみてください。 
また、ミラーげ上がったままになった場合には、電池を入れ直してか5 
電源を日 N にし、シャツターボタンを巧し込んだまま電源を日 FF にすると、 
S ラーび下び0ます。これ5を行ない力方ラび正常に作動すれば故障で 
はありませんので、そのままお使いいただけます。 



をな化様 


型式- TTL フラッシュ巧蔵マルチモード TTL 自動露出 ’ AFS 已 mm - 眼レフカメラ 

画面サイズ- 24 x 36 mm 

使巧フィルム-3已 mm フイルム [J 1 35；てトローネ入り] 3日 mmDX フィルムニ IS 02 已〜 

已〇〇0、手動セットは IS 06 〜6400 


露出モード-オートピクチャーモード、ピクチャーモード[標準モード、人物モード、風景モー 

ド、近接モード、動体モード、夜景モー问、シャッター擾先自動露出、絞り優先自 
動露出、マニュアル露出 J 0レブ 

シャッタ-電子制御式縦走りフオーカルプレーンシャッター、才ートシャッターニ1/4000砂〜 

30砂[無段斷、マニュアルシャッター=1/4000秒〜30秒[セレクトダイヤルで 
1/2 EV ステップの設定巧] J りレス電磁レ U - ズ、電源 OFF でシャッター□ック 

マウント-ペンタックス J S ネット Kaf マウント [AF カプラー、レンズ情報接点付 K マウント] 

使用レンズ- Kaf2 [バワーズーム不可]、 Kaf マウントレンズ、 Ka マウントレンズ 


才一口才ーカス機構- TTL 位ネ目差検出式 （ SAFOXVIII ) 、才ートフォーカス作動輝度範囲 Ev - 1〜18 
[ ISO 100] [ F 1. 4レンズ付き]、フオーカス□ック可能、フオーカスモード = AF.S 
(シングル) 1が。 (コンティニュアス）[動体予測巧] / MF 、 測距点切り替え可能 

ファインダ-ペンタミラーファインダー、ナチユラ j レプライトマツトフオーカシングスク1」ーン、 

視野率日0%、倍率0.72倍 [1.4/ 巳 0 mm - 〇〇]、視度二-2.己〜+1.已 m - i 悔^ 
-トル] 

ファインダー内表示-フォーカス表示®合焦二点の/非合焦二点減、スト□ボ情報 m 充電完了二点 
灯/スト□ボお勧めまたは不適合レンズ警告二点減、シャッター速度表示、絞り 
値表示 J グラフ=露出補正値/マニュアル露出時のオーバー-アンダー表 
示、ピクチャーモードの切り替え（画標準モード、曲人物モード、团風景モ 
ード、®お接モード、^動体モード、酉]夜景モード） 

面二 AE □ック 

LCD バネル表示——^点灯二内蔵スト□ボ巧電完了、点滅ニスト□ボおすすめまたは不適合レンズ 
蓄告、腫]ニスト□ボ発光禁止 

m 二赤目軽減機能、胃=才ートポップアップ、スト□ボ自動発光， 

画]ニワイヤレス発光、因司二"イスピードシンク□、◎二1コマ撮影 
團二連続撮影、励ニセルフタイマー、面ニオートブラケット （±0.3 EV 、 + 

0.日 EV 、±1 EV )、 因二 I 」モコン撮影、国仁多重撮影、励二電子音 
シャッター速度、絞り值、測距点、フィルム侶□感度、日付•時刻 J グラフニ露出 
補正值/マニュアル露出時の才ーパー-アンダー表示、 g 二電池消耗菩告 
二 J ':卜□-ネ、フィルム送行、卷き取り、フィルム枚戳 

プレビュ-電子式[全露出モードで使巧可能] 


セルフタイマ-電子制御式、始動はシャッターボタン、作動時間12砂[ミラーアップ機能あり]、 

電子音のちお設定可能、作動搜辭除可能 

ミラ-クイック I 」夕ーンミラー、ミラーアップ槪能 （2 秒セルフ時可能） 

フィルム入れ-才ート□-ディンス裏ぶた閉じにより1枚目まで自動巻き上げ、重ぶたにフィル 

ム情報窓付 

巻さ上げ-巻さ戻し 一 内蔵モーターによる自動巻さ上げ-巻さ戻し式、1コマ撮影-連統撮影[約2.日 
コマ/秒]、フィルム終了時自動巻き戻し、フィルム走行’巻き戻し売了を LCD 表 
示、 多重露出可能、途中巻さ戻し可能 

才ートブラケットー適正•アンダー.才ーパーの3コマ連続段階露出げ可能[±0.3、+0.5、 ±1 EV ] 

露出計.測光範囲一 TTL 開放分割測光 （16 分割）、測光範囲已 0 mm F 1.4 旧0100 EV 0 〜 

20.已、中央重点•スポット測光可能 

露出補正-±3段階に V ] (0 .已段階に V ]ごと設定可能） 

AE □ック-ボタン式(タイマー式20秒間）シャッターボタン半押しな禪続 

内蔵スト□ボ-直列制御 TTL スト□ボ内蔵、ガイドナンバ ー1 1 [ISO 100/ m ] 、 28 mm レンズ 

の画污をカバー、同調速度1 / I 2已秒な下、日中シンク □ お速シンク □ 光量比 
制御可能、侶0連動範囲二2日〜800、才ートポップアップ[電源オフで自動収 
納]•自動発光可能、赤目軽減撒能 

列付けスト□ボ同調ーホットシュー[ X 接点専用スト□ボ接点付さ]専巧スト□ボ連動侶□連量]範囲二 
2己〜800、自動発光可能、赤目軽減機能可能、専用スト□ボ使巧で A イスピー 
ドシンク□、ワイヤレスシンク□、 P - TTL 才ート巧自目 

カスタム ファンクシヨンー 17項目設定可能 

電源-3\/リチウム電池に R 2」 2個 

電池消耗警告- ) ':ッテ1」ーマーク回点な[点減時シャッター□ッスファインダー内表示は消な] 

重ぶた-交換不可 

大ささ-質量[重さ]-[ボディーのみ電池別] 1 22 mm [幅] x 84 mm [高] x 63 .已 mm [厚] 33已呂 

付属品-ホットシューカイ （一 Fk 、 カメラストラップ Fm 、 アイカップ Fm , me ファインダーキャ 

ップ、リモートコント□-ル F 、 H 脚巧補助板 

デート禮構-クオーツ制御•液晶表示式デジタル時計、才ートカレンダー[閨年は自動修正] 

デート写し込みちま-フィルム前面からの写し込み 

デートの種類-①年•月•日③日•時•分③【---】泻し込み無し)④月•日•年⑥日•月•年 


使用フイルム感度一 IS 025 〜已000 [感度自動セット] 



ちな仕様 


U モートコジトロール F 仕様 


リモコン-ホ列補 U モートコントロール、 I 」モコンシャツターボタン押して約3砂准撮影, 

作動距離ニカ^ラ前面約巳 m け内 

電源- U チウム電池に R 1巨 20] 1 個 

大きさ-吕 2 mm [幅] X 己 3 mm [長] X 巨.巳 mm [厚] 

質量-7目[電池含む] 


プログラム線回 


阻標準モード （IS0100 FA J28~80mm F3 .已-已 .6 [AL]) 



曲人のモード （IS0100 FA J28~80mm F3 .已-已 .6 [AL]) 



团風景モード （IS0100 FA J28~80mm F3 .已-已.巨 [AL]) 



















w ブログラム線图 


ran お接モード (IS0100 fa J28~80mm F3.5~5.6 [AL]) 



[S 動な ; モード （ ISO 100 FA J28~80mm F3.5~5.6 [AL]) 



め)メモ 

•ストロボを使田していないときの夜景モードのプログラム線図は、標準モードと 
同様です。 
















お客様,富口のご案の 


ペンタックス 

お客様ホ目談センター（興社製品に関ずるお問い合わせ) 

干] 74-863 日東京都板橋区前野町2 -3 已 一9 

営業時間午前日： 00〜午後色： 00は•日-祝日および弊社休業日を除く） 


巧内 ■Rg で OK 

ナヒタイ材レ 


0570-001313 

市内通話料金でご使用いただけます。 


携帯電話- PHS の方は下記番号をご利巧ください。 

巧 03 (3960) 3200 (代） 巧 03 (3960) 0887デジタルカメラ専用 



ールーム • 写真展 • 修理受付 


ペンタックス フォー ラム 巧 03 (3348) 吕941(巧） 

干] 63-040 1東京都新宿区西新宿1 - 1新宿^井ビル1階（私書箱240号) 
営業時間午前10 : 30〜午後已： 30 (年ホ年始および兰井ビル点検日を除き年中無休) 


修理受付 


ペンタックス札幌営業所お客様窓 □ 巧011 (612) 3231 m 

〒〇已 0-00] 0札幌巿中央区北10条西 18-36 ペンタックス札幌ビル3階 
営業時間午前日： 00〜午後目： 00 (± •曰-祝曰および弊社休業曰を除く） 

ペンタックス仙台営業所お客様窓 □ 巧〇吕吕 （371) 6663 m 

〒日81 -3133 仙台巿泉区泉中央] -7-1 千代田生命泉中央駅ビル已階 
営業時間午前日： 00〜午後曰： 00 (± •曰-祝曰および弊社休業日を除く） 

ペンタックス名ち屋営業所お客様窓 □ 巧0日2 (962) 已331(巧） 

干4已1-0001名古屋巿東区泉1 -] 日-8ペンタックスビル3階 
営業時間午前日： 00〜午後日： 00は•曰-祝日および弊社休業日を除く） 

ペンタックス大阪営業所お客様窓 □ 巧0巨 （6 吕 71) 7996 (代） 

〒目 42-008] 大販市中央区南船場]-] 7-9 パールビル3階 
営業時間午前日： 0□〜午後己： 00 (± •曰-祝曰および弊社休業曰を除く） 

ペンタックス広島営業所お客様窓 □ 巧08吕 (234) 曰巨81 ( け） 

干 730-08 已]広島巿中区糧町 2-] 日穫町ビュ□一 1階 

営業時間午前日： 00〜午後已： 00 (± •曰-祝曰および弊社休業日を除く） 



お客樣窓口のご案内 


ペンタックス福岡営業所お客様窓 □ 巧09吕に 81) 6868 m 

干810 — 0802福岡市博を区中洲中島町3 — 8パールビル2階 
営業時間午前目： 0□〜午渡曰： 00 (± ■曰-祝日および弊社休業日を除く） 


宅配便-郵便修理受付-修理に関ずるお問い合わせ 


ペンタックスサービス（株）東日本修理センター巧03 (3 目7已）4341(巧） 

干17日一0082東京都板橋区高島平6-已 一2 ペンタックス（株）流通センター巧 
営業時間午前日： 00〜午後曰： 00 (± ■曰*祝日および弊社休業日を除く） 


ペンタックスサービス（株）西日本修理センター巧06 (6271) 7996 (巧) 

〒已42 -0081 大販巿中央区南船場]-] 7-日パールビル3階 
営業時間午前目： 00〜午樓己： 00 (± •曰-祝日および弊社休業日を除く） 


ホームぺージアドレス http://www.pentax.co.jp/ 


ペンタックスピックアップリペアヴービス 

全国(一部の離島を除く）どこからでち均一料金で修理品栖包資材のお届け-修理 
品のお引取りから、修理完成品のお届けまでを一括して提供する便利なサービス 
です。 

TEL 0] 20-737-9 19(フ U_ ダイヤ J レ） TEL 03-397 已 -431 4(携帯- PHS 庙） 
(受付時間：± •曰•祝日-年末年始および弊社休業曰を除く日： 00〜17 : 00 ) 
インターネット受付 U RL:http://www.pentax.co.jp/japan/p_menu/service/ 





1. 本製品び万一故障した場合は、ご購入曰から満1年間無料修理致します 
ので、お買い上げ店かお客様相談センター、または最寄りの当社お客様 
窓□にお申し出ください。修 i 里をお急ぎの場合は、当社のお客様窓□に 
直接お持ち<ださい。修理品ごを付の場合は、化粧箱などを利用して、 
輸を中の衝撃に耐えるよラしっかりと栖包してお送りください。不良見 
本のフイルムやプリント、また故障内容の正確な分モを添付していただ 
けると原因分析に役立ちます。 

2. 保証期間中[ご購入後1年間]は、保話書[販売店および購入年月曰び 
記入されているちの]をご提示ください。保罰書びないと保証期間中で 
ち修理び有料になります。なお、販売店または当社お客様窓□へお届け 
いただく諸費用はお客様にご負担願います。また、販売店と当社間の運 
賃諸掛りにつをましてち、輸送方法によっては一部ご負担いただく場含 
びお0ます。 

3. 次の場合は、保記期間中でち無料修理の対象にはなりません。 

■使用上の誤り（使巧説明書記載がの誤操作等）により生じた故障。 

-当社の指定するサービス機関！;!がで行われた修理-改造-分解による 
故障。 

■火災■天災-地変等による故障。 

-保管上の不備（高温多湿の場所、防虫剤や有害囊品のある場所での保 
曽等）や手入れの不備（本体内部に砂•ホコリ-液体かぶり•ショッ 
ク等）による故障。 

-保証書の添付のない堤合。 

-販売店名や購入年月曰等の記載びない場合ならびに記載事項を訂正さ 

れた口.。 

4. 保証期間降の修理は有料修理とさせていただをます。なお、その際の 
運賃諸掛りにつさましてちお客様のご負担とさせていただ去ます。 

已.本製品の補修用性能部品は、製造打ち切り棲7年間を目安に保有してお 
りまず。したびって本期間中は原則として修理をお受け致します。なお、 
期間棲であってを修理可能の場合ちありますので、当社お客様窓□に 
お問い合わせください。 

日.海外でご使巧になる場合は、国際保証書をお持ちください。国際保証書 
は、お持ちの保証書と交換に発行いたしまずので、当社お客様窓□にお 
持ちになるか、またはご送付ください。[保記期間中のみ有効] 

7. 保話内容に関して、くわしくは保証書をご覧ください。 


アフタヴービスについて 




[ 

[ 





for your 
precious moments 


ペンタックス株式会社 

干 174-8639 東京都板橋区前野町 2-36-9 


ペンタックス販売株式会社 

干 100 -0014 東京都千代田区永田町 1-11-1 


ペンタックスファ SU — のご案内 

ペンタックスファ SU —はペンタックス愛用着の写真クラブです。年4回の尝報と写賣 
年鑑の配な、イベントへの参加や修理料金の尝員割引など様々な特典びあります。 

お申し込み、お問い合わせは下記のペンタックスファミ U —事務局まで。 

干] 00 -00 ] 4東京都千代田区永田町 1-11-1 三宅あビル3階 
TEL : 03-3 巳80-日336 

* 仕様および外観の一部を予告な<変更することびあります。 
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